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　１１月２３日・２４日の２日間、埼玉県羽生市の羽
生水郷公園で開催された『第４回ゆるキャラ®さみっ
とin羽生』に参加してきました。このさみっとには第
１回から参加、年々増加する観衆の前（今年は２日間
で４５万人）で、ニーラは一生懸命、韮崎市の魅力を
ＰＲしてきました。

　１１月２３日、羽生水郷公園で開催された『第４
回ゆるキャラ ®さみっと in 羽生』で、「１日のマス
コット最多集合数」でギネス世界記録に挑戦するイ
ベントが行われ、全国４７都道府県と海外７カ国か
ら、３７６体のキャラクターが集結。ギネスの公式
認定員、マクミラン彩さんと舩津明日美さんの２人
によるチェック作業を経て、午前９時５８分、見事、
世界記録に認定されました。
　韮崎市から駆けつけた〝ニーラ〟もギネス記録の
認定に協力してきました。
　これまでの記録は、昨年９月、東京都調布市の味
の素スタジアムで認定された２６３体。実はこのと
きもニーラが参加、認定に一役買っていたのでした。

　
『
ニ
ー
ラ
』
は
神
さ
ま
の
お
使
い
で
、
魔
法
の
力
で
夢
を
か
な
え
る
不
思

議
な
カ
エ
ル
。
い
ま
か
ら
５
年
前
の
韮
崎
市
制
施
行
55
周
年
を
記
念
し
て
発

刊
さ
れ
た
『
絵
本
ニ
ー
ラ
』
か
ら
誕
生
し
た
、
韮
崎
市
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
も
市
を
紹
介
す
る
観
光
大
使
？
と
し
て
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
動

画
で
特
産
品
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
Ｐ
Ｒ
し
た
り
、
原
付
バ
イ
ク
な
ど
の
ご
当

地
ナ
ン
バ
ー
に
採
用
さ
れ
た
り
、
全
国
各
地
で
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
に
参
加

し
て
、
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
何
よ
り
う
れ
し
か
っ
た
の
は
、
色
々
な
イ
ベ
ン
ト
等
に
参
加
し
て
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
や
市
民

の
皆
様
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
夢
や
願
い
ご
と
が
た
く
さ
ん
叶
い
ま
す
よ
う
に
、
魔
法
を
か
け
続
け
て
い
き
ま
す
の

で
、
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「
多
く
の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
達
成
で
き
た
。さ
み
っ

と
を
通
し
て
、
好
き
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
増
や
し
て
欲
し

い
。」
と
、
認
定
証
を
手
に
す
る
大
塚
実
行
委
員
長
。

こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
夢
を
か
な
え
ま
す
。

今
年
は
『
ニ
ー
ラ
』
生
誕
５
周
年
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「ニーラ」の
２０１３年の主な活動

ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
に 

採
用
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
23
年
４
月
よ
り
、
原
動
機

付
自
転
車
の
主
な
利
用
者
で
あ
る

若
者
を
中
心
に
、
幼
児
か
ら
高
齢

者
ま
で
の
多
く
の
皆
さ
ん
に
夢
や

感
動
、
癒
し
を
感
じ
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
ニ
ー
ラ
の
コ
ン
セ
プ

ト
で
も
あ
る
「
夢
を
か
な
え
る
不

思
議
な
カ
エ
ル
（
帰
る
）」
に
あ

や
か
っ
て
、
事
故
の
な
い
平
和
な

ま
ち
に
な
る
よ
う
願
い
を
こ
め

て
、
韮
崎
市
の
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー

の
プ
レ
ー
ト
デ
ザ
イ
ン
に
『
ニ
ー

ラ
』
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

導
入
か
ら
今
日
ま
で
に
、

●
５
０
㏄
以
下

　
　
　
　
　

（
白
）　

９
４
９
枚

●
５
０
㏄
超
９
０
㏄
以
下

　
　
　
　
　

（
黄
）　
　

４
６
枚

●
９
０
㏄
超
１
２
５
㏄
以
下

　
　
　
　
　

（
桃
）　
　

９
８
枚

●
小
型
特
殊
（
緑
）　

１
６
９
枚

●
ミ
ニ
カ
ー
（
青
）　
　

２
３
枚

合
計
１
２
８
５
枚
の
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は
、
税
務
課
市
民
税
担

当（
内
線
１
５
３
～
１
５
５
）

　日曜日の昼下がり、
韮崎市民交流センター
「ニコリ」でまったり
しています。
　ニーラと一緒に、楽
しいひとときを過ごし
てみませんか。

３月までの毎週日曜日
午前１１時３０分～

午後１時

※上記時間帯のすべてにい
るわけではありません。
　時には散歩にお出かけし
ます。また、体調により、
予告なくお休みする場合
もありますので、あらか
じめご了承願います。

まだまだ「ニーラ」に会いたい皆さん、
今年度いっぱい、週末はニコリにいます。

１月　◦韮崎市成人式
２月　◦東京エレクトロン韮崎文化ホール
　　　　ネーミングライツ記念公演
３月　◦山梨県中小企業まつり
　　　◦わに塚のサクラライトアップ点灯式
　　　◦埼玉県松山市観光キャンペーン
４月　◦穴山町さくらまつり
　　　◦新府桃の花見会
　　　◦信玄公まつり甲州軍団出陣
　　　◦富士の国やまなし国民文化祭
　　　　オープニングイベント
５月　◦富士の国やまなし国民文化祭
　　　　ＰＲイベント
　　　◦ＮＩＲＡマルシェ
　　　◦ゴミゼロキャンペーン
　　　◦甲州戦記サクライザー出演
　　　◦『てててＴＶ』出演
６月　◦ＮＩＲＡマルシェ
　　　◦歯と口の健康週間
　　　◦ニーラまちなか散歩
７月　◦ＮＩＲＡマルシェ
　　　◦アユのつかみどりイベント
　　　◦東京スカイツリー観光キャンペーン
　　　◦新宿駅西口観光キャンペーン
　　　◦愛知県新城市観光キャンペーン
　　　◦ニーラまちなか散歩
８月　◦夏の武田の里まつり花火大会
　　　◦ナイトＮＩＲＡマルシェ
　　　◦藤井学区育成会
　　　◦ゆ～ぷるにらさき夏まつり
　　　◦韮崎市環境学習会
　　　◦ＪＲ上野駅観光キャンペーン
　　　◦『てててＴＶ』出演
９月　◦ＮＩＲＡマルシェ
　　　◦山梨うまいもの市（フルーツ公園）
　　　◦ＶＦ甲府韮崎市サンクスデー
　　　◦ゆるキャラ®グルメフェスティバル 

in YOKOHAMA
１０月　◦身延山大学学園祭
　　　◦福祉の日記念まつり
　　　◦武田の里にらさきふるさとまつり
　　　◦週末はニコリにいます
　　　◦富士の国やまなし国民文化祭・邦楽
１１月　◦韮コン in 甘利山
　　　◦週末はニコリにいます
　　　◦富士の国やまなし国民文化祭・
　　　　日本舞踊
　　　◦ナイトＮＩＲＡマルシェ
　　　◦ニコリクリスマスツリー点灯式
　　　◦ゆるキャラ®さみっとin羽生
　　　◦『てててＴＶ』出演
１２月　◦穴山保育園生活発表会
　　　◦藤井保育園生活発表会
　　　◦にらちびクリスマスコンサート
　　　◦週末はニコリにいます
　　　◦第１３回全国障害者芸術・文化祭
　　　　やまなし
　　　◦首都圏旅行業者とのマッチング会

　　　※赤字は県外での活動

仙台市にお住まいの
おともだちから、
うれしいお手紙を
いただきました。

　皆さんからのお手紙、
お待ちしています。

ニーラ

■お問い合わせは
　商工観光課商工労政担当
　（内線２１６）まで

仙台市
かんの　もとよしくん
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in YOKOHAMA
ゆるキャラRグルメフェスティバル

　

９
月
28
日
～
29
日
の
２
日
間
、
日

本
有
数
の
観
光
地
か
つ
国
際
都
市
で

あ
る
、
横
浜
市
初
の
大
型
ゆ
る
キ

ャ
ラ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
さ
れ

た
「
第
１
回
ゆ
る
キ
ャ
ラ
®
グ
ル
メ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
横
浜
」
に
、
山

梨
県
を
代
表
し
て
参
加
し
て
き
ま
し

た
。

　

２
日
間
で
お
よ
そ
11
万
５
千
人
を

超
え
る
多
く
の
観
客
で
賑
わ
う
な

か
、
韮
崎
市
の
魅
力
を
し
っ
か
り
と

Ｐ
Ｒ
し
て
き
ま
し
た
が
、
ニ
ー
ラ
も

横
浜
の
魅
力
を
ち
ょ
っ
ぴ
り
楽
し
ん

で
き
ま
し
た

ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
３

応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

親
し
み
や
す
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

人
気
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
投
票
で
決

め
る
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
®
グ
ラ
ン
プ
リ

２
０
１
３
」
の
結
果
が
11
月
24
日
に

発
表
さ
れ
、
ニ
ー
ラ
は
全
国
か
ら
エ

ン
ト
リ
ー
さ
れ
た
総
勢
１
５
８
０
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
中
、
４
８
６
５
ポ
イ

ン
ト
で
、総
合
第
３
７
５
位
で
し
た
。

　

ご
投
票
い
た
だ
い
た
皆
様
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
回
も
が

ん
ば
り
ま
す
の
で
、
応
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

ゆ
る
キ
ャ
ラ
®
さ
み
っ
と
in
羽
生
で
、
全
国
に
お
と
も
だ
ち
が
い
っ
ぱ
い
で
き
ま
し
た

芦田愛菜ちゃんとのＣＭでも共演
「ひよこちゃん」（日清食品㈱）

その他のおともだち。左から「おおまぴょん」（大町市）「ふじぴょん」（富士河口湖町）
「とらみ先生」（文京区）「メルギューくん」（小矢部市）

無口でのんびり屋
「チチドコモダケ」（㈱ NTT ドコモ）

ｉコンシェルなどでご主人様にお仕えする
「ひつじのしつじくん」（㈱ NTT ドコモ）

三角形のヒミツはね。のＣＭでおなじみの
「スリーポンキーズ」（㈱湖池屋）

いまや全国区の人気を誇る
ご存知「くまもん」（熊本県）

赤
レ
ン
ガ
倉
庫
広
場
デ
ビ
ュ
ー
！
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新年　あけましておめでとうございます
ご家族おそろいで、希望に満ちた新春をお迎えのこととお慶び申し上げます

　本年は、韮崎市制施行６０周年
の記念すべき年を迎えます。
　人間でいう『還暦』は「生まれ
たときに還る」という意味で用い
られますが、これまで先人たちが
築き上げてきた「まちづくりの伝
統と精神」を継承しながら、改め
て初心に立ち返り、時代の潮流や
市民のニーズにも対応した、新た
なステージの幕開けにふさわし
い年にしてまいります。
　「豊かな心と強い絆（家族の絆、地域の絆、市民と市政
との絆）」をテーマに描く、－美しく、人・地域が輝く　
未来へのものがたり－の主役は、市民の皆様お一人おひと
りです。
　持続的に成長し続ける『夢と感動のテーマシティ・にら
さき』の舞台の中で、ものがたりを演ずるキャストの一員
として、また、ときには舞台を支える裏方のひとりとして、
それぞれの個性や能力を最大限に発揮していただき、市民
の誰もが幸せに暮らすことができる〝活力と魅力あふれる
まち〟の創造に向けて、なお一層のご支援・ご協力を賜り
ますようお願い申し上げます。
　本年も皆様とともに、喜びや楽しみ、感動を分かち合え
る幸多き年となりますよう心からご祈念申し上げ、新年の
ごあいさつとさせていただきます。

　市民の皆さまにおかれまして
は、輝かしい新春をお迎えのこと
とお慶び申し上げます。
　旧年中は、皆さま方のご支援と
ご協力を賜り、円滑なる議会運営
ができましたことに対し、心から
感謝を申し上げます。
　市議会では、昨年４月に議会基
本条例を施行し、議会のあり方を
定め、より活性化した議会を目指
して鋭意取り組んでおります。
　昨年、通年開催した国民文化祭も成功裏に幕を閉じ、サッ
カーにおいては、主たる練習拠点をはじめ、様々な面で強
力にサポートしているヴァンフォーレ甲府が、Ｊリーグ１
部への残留を決めました。今年はさらなる上位を目指して
活躍することを期待いたします。
　本年は第６次長期総合計画の後期初年度となりますが、
特に、少子化が社会問題として顕在化する中で、「韮崎市
立保育園再編整備計画」を基に、第１園を大草町若尾地内
に計画しており、子育て支援を政策の柱として積極的に推
進しているところであります。議会としても、さらなる市
民福祉の向上のため、邁進してまいります。
　本年が平和で明るい年であることを願うとともに、皆さ
まのますますのご健勝とご多幸を心からお祈り申し上げ、
新年のごあいさつとさせていただきます。

韮崎市長  横内 公明市議会議長  清水  一

より野心的な目標に向かって、
プロヴィンチアとしての存在を示す１年に。

今シーズンもご支援、ご声援をお願いいたします。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

本
年
も
よ
り
一
層
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
昨
年
同
様

の
ご
支
援
、
ご
声
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
、
我
々
の
よ
う
な
市
民

ク
ラ
ブ
が
、
Ｊ
１
残
留
と
い
う

結
果
を
出
す
と
い
う
こ
と
は
簡

単
じ
ゃ
な
い
な
か
、
Ｊ
１
残
留

と
い
う
目
標
を
達
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
目
標
を

達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は

サ
ポ
ー
タ
ー
、
ス
ポ
ン
サ
ー
、

地
域
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
声

援
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

昨
年
を
戦
う
上
で
、
一
昨
年

に
24
戦
連
続
無
敗
、
Ｊ
２
優
勝

と
い
う
結
果
を
残
せ
た
こ
と

は
、
期
待
を
大
き
く
さ
せ
る
と

と
も
に
、
我
々
の
プ
レ
ッ
シ
ャ

ー
と
も
な
り
ま
し
た
。
昨
年
の

Ｊ
１
で
の
戦
い
は
、
夏
場
に
８

連
敗
と
い
う
苦
し
い
時
期
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
時
期
か
ら
盛

り
返
す
こ
と
が
で
き
た
要
因

は
、
ベ
テ
ラ
ン
を
中
心
と
し
た

チ
ー
ム
の
ま
と
ま
り
と
、
シ
ス

テ
ム
を
変
更
し
た
こ
と
に
よ
る

戦
術
の
明
確
化
で
し
た
。
そ
れ

と
同
時
に
、
一
昨
年
か
ら
の
積

み
重
ね
が
着
実
に
繋
が
り
、
成

長
し
た
証
を
示
す
こ
と
が
で
き

た
こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
昨
年
は
、
韮
崎
市
に
多

大
な
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
、
優

先
的
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
け

る
こ
と
に
な
っ
た
ク
ラ
ブ
ハ
ウ

ス
が
完
成
し
、
本
当
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。

　

以
前
は
シ
ャ
ワ
ー
の
施
設
が

無
い
よ
う
な
場
所
で
練
習
し
て

い
た
と
い
う
こ
と
も
聞
い
て
い

た
中
で
、
現
在
の
よ
う
な
目
覚

ま
し
い
環
境
の
進
歩
を
遂
げ
た

の
は
、
ひ
と
え
に
先
人
の
方
の

努
力
と
地
域
の
方
の
ご
理
解
、

ご
支
援
の
た
ま
も
の
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
施
設
を
よ
り

有
効
に
活
用
し
て
い
け
る
よ
う

に
、
我
々
は
努
力
し
続
け
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
Ｊ
１
で
も
上
位
に
位

置
す
る
資
金
力
を
持
っ
た
Ｇ
大

阪
、
神
戸
な
ど
が
昇
格
し
て
き

ま
す
。
そ
れ
は
今
シ
ー
ズ
ン
が

よ
り
厳
し
い
戦
い
に
な
る
こ
と

を
予
想
さ
せ
ま
す
。
世
間
か
ら

見
た
チ
ー
ム
力
の
評
価
は
常
に

降
格
圏
内
で
評
論
ば
か
り
だ
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
を
覆
す
の
が

我
々
の
目
標
で
、
プ
ロ
ヴ
ィ
ン

チ
ア
と
し
て
の
存
在
を
示
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

我
々
は
昨
年
の
厳
し
い
戦
い

の
中
、
ぎ
り
ぎ
り
の
15
位
で
残

留
し
ま
し
た
が
、
今
年
も
同
じ

順
位
で
残
留
す
る
つ
も
り
は
あ

り
ま
せ
ん
。
よ
り
野
心
的
な
目

標
に
向
か
っ
て
チ
ー
ム
一
丸
と

な
っ
て
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
シ
ー
ズ
ン
も
ご
支

援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
　

ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府

　
　
　
　

監
督　

城
福　

浩
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■
ど
の
よ
う
に
予
防
す
る
の
？

①
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
実
施

・
咳
や
く
し
ゃ
み
が
出
た
ら
、
他

の
人
に
う
つ
さ
な
い
た
め
に
マ

ス
ク
の
着
用
を
徹
底
す
る
。

・
鼻
汁
や
痰
な
ど
を
含
ん
だ
テ
ィ

ッ
シ
ュ
は
、
す
ぐ
に
ふ
た
付
き

の
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
る
。

②
手
洗
い
・
う
が
い
の
徹
底
を

・
外
出
先
か
ら
帰
宅
し
た
際
は
、

念
入
り
に
手
洗
い
・
う
が
い
を

す
る
。

③
流
行
し
た
際
の
行
動
は
？

・
不
用
意
な
外
出
は
で
き
る
限
り

避
け
る
。

・
外
出
時
に
は
必
ず
マ
ス
ク
を
着

用
す
る
。

・
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
摂
れ
た
食
事

と
十
分
な
睡
眠
を
と
る
。

・
温
度
や
湿
度
な
ど
室
内
環
境
を

調
整
す
る
。

■
高
齢
者
の
方
は
、
予
防
接
種
費

用
の
助
成
制
度
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

◇
対
象
者

　
接
種
日
現
在
65
歳
以
上
の
方

※
対
象
者
に
は
、
予
診
票
を
送
付

し
て
い
ま
す
の
で
、
早
め
に
予

防
接
種
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

◇
接
種
費
用

　
医
療
機
関
に
よ
り
費
用
が
異
な

り
ま
す
。

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動

体
外
式
除
細
動

器
）
は
、
薬
事
法

に
規
定
す
る
高
度

管
理
医
療
機
器
及

び
特
定
保
守
管
理
医
療
機
器
に
指

定
さ
れ
て
お
り
、
適
切
な
管
理
が

行
わ
れ
な
け
れ
ば
、
人
の
生
命
及

び
健
康
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る

恐
れ
が
あ
る
医
療
機
器
で
す
。

　
救
急
救
命
時
に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使

用
す
る
場
合
、
管
理
・
点
検
の
不

備
な
ど
に
よ
り
、
正
常
に
機
器
が

作
動
し
な
い
な
ど
の
こ
と
が
な
い

よ
う
に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
さ
れ
て

い
る
施
設
に
お
い
て
は
、
日
ご
ろ

か
ら
適
切
な
維
持
管
理
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
日
常
点
検
で
の
確
認
事
項

＊
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
ー
の
確
認

　
正
常
に
動
く
か
ど
う
か
を
示
す

た
め
の
ラ
ン
プ
や
画
面
が
付
い
て

い
ま
す
。
表
示
内
容
を
確
認
し
、

記
録
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

＊
消
耗
品
の
交
換

　
電
極
パ
ッ
ド
や
バ
ッ
テ
リ
ー
に

は
使
用
期
限
や
寿
命
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
交
換
時
期
が
分
か
る

よ
う
に
表
示
ラ
ベ
ル
を
付
け
ま

し
ょ
う
。（
ラ
ベ
ル
は
製
造
・
販

売
会
社
か
ら
提
供
さ
れ
ま
す
。）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
保
健
課
健
康
増
進
担
当

　（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
２
３
ー
４
３
１
０

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
感
染
力
が

非
常
に
強
く
、
日
本
で
は
毎
年
約

１
千
万
人
（
約
10
人
に
一
人
）
が

感
染
し
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り

が
予
防
に
努
め
、
感
染
を
避
け
る

と
と
も
に
、感
染
し
た
場
合
に
は
、

周
囲
の
人
に
う
つ
さ
な
い
よ
う
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
風
邪
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の 

　
違
い
は
？

　
２
、
５
０
０
円
ま
で
は
市
が
負

担
し
ま
す
。

※
２
、
５
０
０
円
を
超
え
る
差
額

は
、
医
療
機
関
窓
口
に
て
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
。

◇
実
施
期
限
　
１
月
31
日
（
金
）

　
医
療
機
関
等
の
詳
細
に
つ
い
て

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
保
健
課
健
康
増
進
担
当

　（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）　

　
☎
２
３
ー
４
３
１
０

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
ご
注
意
を

設
置
だ
け
で
満
足
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
日
ご
ろ
の
維
持
管
理
が
大
切
で
す

風邪 インフルエンザ

症　　　状
鼻水やのどの
痛みなどの局
所症状。

38℃以上の発熱やせ
き、のどの痛み、全
身の倦怠感や関節の
痛みなどの全身症状。

流行の時期
一年を通しひ
くことがあり
ます。

１月～２月に流行の
ピーク。
ただし、４月、５月
まで散発的に流行す
ることもあります。 インフルエンザ予防啓発キャラクター

アズキちゃん

インフルエンザ予防啓発キャラクター
マメゾウくん

市
民
公
開
講
座
（
無
料
）

　
市
立
病
院
で
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
健
康
維
持
、
疾
病
予
防
を
図

る
た
め
、
医
師
に
よ
る
公
開
講
座

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
〝
目
〟
で
す
。

　
最
近
、
目
が
か
す
ん
だ
り
、
二

重
に
見
え
た
り
し
ま
せ
ん
か
？

　
よ
く
聞
く
白
内
障
に
つ
い
て
、

皆
さ
ん
は
ご
存
知
で
す
か
？

　
わ
が
国
に
お
け
る
眼
科
手
術
の

適
応
と
な
る
原
因
疾
患
の
第
１
位

で
、
加
齢
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
い

と
い
わ
れ
る
白
内
障
の
原
因
、
症

状
、
治
療
法
に
つ
い
て
分
か
り
や

す
く
解
説
し
ま
す
。

■
日
時
　
１
月
18
日
（
土
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
14
時
30
分

■
場
所
　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　｢

ニ
コ
リ｣

１
階
会
議
室
５
～
７

■
演
題
・
講
師

　「
加
齢
と
目
」
～
白
内
障
を
中

　
心
に
～
　
今
澤
　
光
宏
氏

　（
市
立
病
院
眼
科
医
長
）

■
対
象
者
　
ど
な
た
で
も

■
申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

　
ｘ
、
病
院
窓
口

■
締
切
　
１
月
14
日
（
火
）

※
席
に
余
裕
が
あ
れ
ば
当
日
も
可

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
市
立
病
院
総
務
担
当

　
☎
２
２
ー
１
２
２
１

　

２
２
ー
９
７
３
１
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●誰でも参加できるの？
　どなたでも年齢を気にせずに参加できます。おおむね

６５歳以上の方を対象に実施しています。

●運動は苦手だけれど、どんなことをするの？
　健康体操やコミュニケーションゲームなどの簡単な運動

をしています。

　また、初回と最終回には体力測定を行います。

●楽しくお話をしながら、みんなでチャレンジ
　運動指導士、シニア健康サポーター、市保健師等が楽し

くお手伝いします。

●身軽な服装で、お近くの公民館へ
　体操ができる服装、室内用の運動靴、水分補給の飲み物

をご用意のうえご参加ください。

　１月から「いきいき貯筋クラブ」の後半がスタートします。

今は元気だけれど、近い将来に介護を必要としないように、

体を積極的に動かし、健康で生きがいのある生活を過ごして

いただくための活動です。ぜひご参加ください。

「みんなから、カラダがやわらかいねって！よく
驚かれます。貯筋を続けてきて良かったです。」
（体力測定を受ける猪又典子さん）

「一人で家にいると、なかなか体を動かさない
んですが、みんなと一緒だと運動しやすいんで
す。」（鈴木勝已さん）
「運動が簡単なので、すごく楽しかったです。
日ごろ使わない筋肉を動かすことで、毎回とて
も楽しみです。」（矢崎一郎さん）

■お問い合わせ　保健課介護支援担当
　　　　　　　　（保健福祉センター内）
　　　　　　　　☎２３ー４３１３

「初めて参加しましたが、なんだ
か体がすっきりしました。これか
らも続けてみようと思います。」
（松永辰美さん）

「冬場はあまり体を動かさないの
ですが、貯筋クラブをはじめてか
らは、仕事をしていても体が動か
しやすくなりました。」
（功刀ミヤ子さん）

肩、ヒザ、骨盤など、日ごろ使わ
ない筋肉を動かすことをお手伝い
します。（運動指導士）

公民館
開催日

第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回 第７回

韮崎Ａ
1月27日 2月  3日 2月10日 2月24日 3月  3日 3月10日 3月24日
月曜日 月曜日 月曜日 月曜日 月曜日 月曜日 月曜日

大草町
1月  7日 1月21日 2月  4日 2月18日 2月25日 3月  4日 3月18日
火曜日 火曜日 火曜日 火曜日 火曜日 火曜日 火曜日

竜岡町
1月  9日 1月23日 2月  6日 2月20日 2月27日 3月  6日 3月20日
木曜日 木曜日 木曜日 木曜日 木曜日 木曜日 木曜日

穂坂町
1月17日 1月31日 2月14日 2月28日 3月  7日 3月14日 3月28日
金曜日 金曜日 金曜日 金曜日 金曜日 金曜日 金曜日

清哲町
1月16日 1月30日 2月13日 2月27日 3月  6日 3月13日 3月27日
木曜日 木曜日 木曜日 木曜日 木曜日 木曜日 木曜日

※韮崎Ａ：韮崎市民交流センターニコリ多目的ホール（３階）
※太枠は「いきいき健口教室」として口の健康について勉強します。
※雪の場合は中止とします。

いきいき貯筋クラブ日程表 時間：９時３０分～１１時３０分

新たな　　　 をはじめましょう
いつまでも、自分らしくあるために

貯 筋
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●こんな場所での水道管の凍結は要注意

　①家の北向きの日陰の場所

　②戸外で風当たりの強い場所

　③管がむき出しのところ

●どんな防寒をするの？

　水道管がむき出しに

なっている部分や蛇口部

分は破裂しやすいので、

上部まで完全に保温材を

巻きつけ、さらに保温材

の上からビニールなどを

巻いて、保温材が濡れな

いようにしてください。

　保温材は市販の物もあ

りますが、身近な物では

毛布や布で代用できます。

●凍ってしまったら？

　水道管にタオルや布をかぶせ、その上から『ぬ

るま湯』をまんべんなくかけながら、ゆっくり溶

かしてください。

　急に熱湯をかけると水

道管や蛇口が破裂します

のでご注意ください。 

　それでも水が出ない場

合は、蛇口を閉めて自然

に溶けるのを待ってくだ

さい。

●破裂したら？

　水の噴出を止めるために宅地内の止水栓（メー

タ付近）を閉め、市指定工事業者または上水道工

事協同組合に修理を依頼してください。

※止水栓の場所が分からない場合には、破裂し

た部分にタオルやビニールテープなどで応急処置

をして修理を依頼してください。

　なお、敷地内の給水管から蛇口までの水道施設

の修理にかかる費用は、所有者の負担となります

ので、くれぐれも水道管の凍結にはご注意くださ

い。

■お問い合わせ　＊上下水道課水道管理担当

　　　　　　　　　（内線６１６・６１７）

　　　　　　　　＊韮崎市上水道工事協同組合

　　　　　　　　　☎２２ー３１３６

　気温が上がらない日が続いたり、朝の冷え込みが厳しいとき（目安はマイナス４℃

以下）は、水道管が凍結しやすくなり、水が出なくなったり、破裂したりすることが

あります。お宅の水道管は大丈夫ですか？寒波が到来する前に、保温材などで防寒措

置をされるようお勧めします。

「
譲
渡
の
お
尋
ね
」
っ
て
？

　
土
地
・
建
物
な
ど
の
資
産
を
譲

渡
し
た
場
合
、
金
銭
の
授
受
に
関

係
な
く「
譲
渡
所
得
」と
し
て
、「
譲

渡
所
得
の
内
訳
書
」
を
添
付
し
た

確
定
申
告
書
の
提
出
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　
譲
渡
所
得
に
は
多
く
の
特
別
措

置
が
あ
る
た
め
、
市
で
は
、
土
地
・

建
物
等
を
譲
渡
ま
た
は
交
換
し
た

方
を
対
象
に
、
あ
ら
か
じ
め
確
定

申
告
の
時
期
が
来
る
前
に
、
そ
の

準
備
と
し
て
「
譲
渡
所
得
の
内
訳

書
」
の
作
成
等
に
関
す
る
相
談
会

（
譲
渡
の
お
尋
ね
）
を
行
っ
て
い

ま
す
。

申
告
時
で
は
ダ
メ
で
す
か
？

　
確
定
申
告
期
間
中
は
各
申
告
会

場
が
大
変
混
雑
す
る
た
め
、「
譲

渡
の
お
尋
ね
」
に
お
越
し
い
た
だ

い
て
い
な
い
方
の
市
役
所
で
の
譲

渡
所
得
の
申
告
は
お
受
け
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

※
市
役
所
に
て
申
告
書
の
提
出
を

予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、
必
ず

こ
の
「
譲
渡
の
お
尋
ね
」
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

＊
直
接
税
務
署
に
申
告
さ
れ
る

方
、
税
理
士
等
に
依
頼
さ
れ
る

方
は
お
越
し
い
た
だ
く
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

＊
内
容
に
よ
り
税
務
署
に
ご
案
内

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　
１
月
16
日
（
木
）
～
17
日
（
金
）

　
午
前
の
部
　
９
時
～
12
時

　
午
後
の
部
　
13
時
～
16
時

■
場
所

　
市
役
所
１
階
防
災
会
議
室

■
対
象
者

　
韮
崎
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る

方
で
、
土
地
・
建
物
等
を
譲
渡
さ

れ
た
方
あ
る
い
は
交
換
さ
れ
た
方

＊
市
か
ら
「
譲
渡
に
関
す
る
確
定

申
告
予
定
者
」
向
け
に
通
知
を

い
た
し
ま
す
が
、
そ
の
通
知
の

有
無
に
関
わ
ら
ず
、
土
地
等
の

譲
渡
が
あ
っ
た
方
は
お
越
し
く

だ
さ
い
。

■
持
参
す
る
も
の

・
売
買
契
約
書

・
売
買
に
係
る
費
用
の
領
収
書
等

■
お
問
い
合
わ
せ

　
税
務
課
市
民
税
担
当

　（
内
線
１
５
３
～
１
５
５
）

「
譲
渡
の
お
尋
ね
」
を
お
忘
れ
な
く

平
成
25
年
中
に
土
地
・
建
物
を
譲
ら
れ
た
方
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　パブリックコメントは、市が策定する基本的な計画や、市民生活
にかかわりの深い条例などを素案の段階で公表し、広く意見を求め
る制度です。つきましては、市民の皆さんから計画に対するお考え
をお聞きし、計画づくりの参考にさせていただくため、次のとおり
ご意見を募集します。

・
申
請
者
（
保
護
者
）
の
通
帳

※
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給
者

証
（
写
）
が
無
い
場
合
は
、
住

民
票
謄
本
・
扶
養
義
務
者
全
員

の
平
成
25
年
度
所
得
課
税
証
明

書
が
必
要
で
す
。

韮
崎
市
母
子
・
父
子
世
帯 

等
小
中
学
校
入
進
学
祝
金

　
児
童
１
人
に
つ
き
１
万
円

■
支
給
要
件

　
平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
、　

　
韮
崎
市
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

■
支
給
方
法

　
４
月
末
日
ま
で
に
保
護
者
の
口

　
座
へ
振
込

■
申
請
期
限
　
３
月
31
日
（
月
）

■
必
要
書
類
等

・
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給
者
証

・
印
鑑

・
申
請
者
（
保
護
者
）
の
通
帳

※
１
月
２
日
以
降
に
転
入
さ
れ
た

方
は
、
前
住
所
地
の
課
税
証
明

書
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
福
祉
課
子
育
て
支
援
担
当

　（
内
線
１
７
５
）

　
平
成
26
年
４
月
か
ら
、
県
内
の

小
中
学
校
（
特
別
支
援
学
校
の
小

学
部
・
中
学
部
を
含
む
）
へ
入
進

学
す
る
児
童
を
養
育
し
て
い
る
ひ

と
り
親
家
庭
の
父
ま
た
は
母
（
父

母
の
い
な
い
児
童
の
養
育
者
を
含

む
）
の
方
で
、
次
の
要
件
に
当
て

は
ま
る
場
合
は
、
県
と
市
か
ら
入

進
学
の
支
度
金
・
祝
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

　
申
請
書
は
市
福
祉
課
窓
口
で
用

意
し
て
い
ま
す
の
で
、
期
日
ま
で

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

山
梨
県
ひ
と
り
親
家
庭 

小
中
学
校
入
進
学
支
度
金

　
児
童
１
人
に
つ
き
１
万
円

■
支
給
要
件

①
平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
、
県

内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

②
平
成
25
年
度
（
平
成
24
年
分
）

の
所
得
税
が
非
課
税
世
帯
で
あ

る
こ
と

③
生
活
保
護
の
受
給
世
帯
で
な
い

こ
と

■
申
請
期
限
　
１
月
31
日
（
金
）

■
必
要
書
類
等

・
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給
者
証

・
印
鑑

■
計
画
名

①
長
期
総
合
計
画 

後
期
基
本
計
画
（
案
）

　
本
市
の
様
々
な
魅
力
を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の

指
針
で
あ
る
「
韮
崎
市
第
６
次
長

期
総
合
計
画
」
の
内
容
を
更
新
し

た
、
後
期
基
本
計
画
（
案
）
を
作

成
し
ま
し
た
。

②
韮
崎
市
子
ど
も
読
書
活
動

推
進
計
画
（
案
）

　
子
ど
も
の
読
書
活
動
は
、
長
い

人
生
を
生
き
抜
く
た
め
の
重
要
な

支
え
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
市
で
は
、
本
市
の
読
書
活
動

の
推
進
状
況
を
踏
ま
え
、「
韮
崎

市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画

（
案
）」
を
作
成
し
ま
し
た
。

■
両
案
件
共
通
事
項

◇
閲
覧
・
意
見
書
提
出
期
間

　
１
月
10
日
（
金
）
～

　
１
月
31
日
（
金
）

　
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
窓
口
で
の
閲
覧
及
び
提
出
は

土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く

※
郵
送
の
場
合
、
当
日
消
印
有
効

※
市
政
に
対
す
る
「
苦
情
の
申
し

立
て
」
や
そ
の
案
に
対
す
る
賛

否
を
問
う
「
住
民
投
票
」
と
は

異
な
り
ま
す
。

◇
計
画
（
案
）
公
表
場
所

＊
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

＊
市
役
所
１
階

　
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

＊
各
担
当
課
窓
口

◇
提
出
方
法

　
書
式
は
任
意
で
す
が
、
住
所
、

氏
名
、
連
絡
先
を
ご
記
入
の
う

え
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー

ル
、
ま
た
は
担
当
課
窓
口
に
直
接

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

　
〒
４
０
７
ー
８
５
０
１

　
韮
崎
市
水
神
一
丁
目
３
番
１
号

①
企
画
財
政
課
企
画
推
進
担
当

　（
内
線
３
５
５
）

kikaku@
city.nirasaki.lg.jp

②
教
育
課
生
涯
学
習
担
当

　（
内
線
２
６
６
）

kyouiku@
city.nirasaki.lg.jp

２
２
ー
８
４
７
９

ひ
と
り
親
家
庭
の
皆
さ
ん

小
中
学
校
入
進
学
支
度
金
制
度
の
ご
案
内

あなたの意見を市政に反映しませんか？
パブリックコメントを募集します
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こ
の
た
び
、
厚
生
労
働
大
臣
よ
り
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
85
名
、
主
任
児
童
委
員
21

名
が
新
た
に
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
社
会
奉
仕
の

精
神
を
も
ち
、

地
域
福
祉
の
向

上
の
た
め
、
地

域
住
民
と
関
係

機
関
の
橋
渡
し

役
を
担
っ
て
い

た
だ
く
方
々
で

す
。

　
高
齢
者
福
祉
、

児
童
福
祉
、
障
害
者
福
祉
を
は
じ
め
、
日
常

生
活
で
困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
も
ち
ろ
ん
、
守

秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
安

心
く
だ
さ
い
。
連
絡
先
が
ご
不
明
な
場
合
は
、

社
会
福
祉
担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動

・
地
域
住
民
が
抱
え
る
問
題
に
つ
い
て
、
相

談
者
の
立
場
で
親
身
に
相
談
に
応
じ
ま
す
。

・
社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
内
容
を

必
要
な
方
へ
の
ご
案
内
、
及
び
関
係
機
関
、

団
体
と
の
パ
イ
プ
役
を
務
め
ま
す
。

・
地
域
の
世
話
役
と
し
て
、
地
域
の
実
情
を

把
握
す
る
た
め
、
訪
問
活
動
、
見
守
り
運

動
を
行
い
ま
す
。

■
主
任
児
童
委
員
の
活
動

・
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
中
で
、
児
童
福

祉
を
専
門
に
活
動
し
ま
す
。

・
学
校
と
家
庭
と
行
政
を
結
び
、
問
題
解
決

に
努
め
ま
す
。

■お問い合わせ　福祉課社会福祉担当（内線１８０）

担当地区 氏名
【韮崎地区】
一丁目 矢　崎　圏　一
二丁目 上　田　千惠子
中宿 岩　下　夏　樹
下宿 岩　下　清　美
五丁目 篠　原　公美子
旭町 加　藤　　　進
水神一丁目 遠　山　なつ子
水神二丁目 仲　田　けさえ
西町 小田切　弓　子
若宮一丁目 三　井　敏　子
若宮二丁目 向　山　敬　一
若宮三丁目 廣　島　伸　枝
天神町 浅　川　明　美
日の出町 相　沢　三　鈴
富士見一丁目 小宮山　のり子
富士見三丁目 田　中　慶　子
岩下 小　池　三枝子
上ノ山 久保寺　正　隆
祖母石 金　子　陽　子
祖母石団地 加　藤　幸　枝
一ツ谷 宮　澤　良　一
富士見ヶ丘 山　本　好　子
中島一丁目 佐　藤　公　子
中島二丁目 太　田　きみ子
高河原 久保田　　　厚
主任児童委員 土　屋　容　子
主任児童委員 山　寺　正　子
【穂坂地区】
宮久保 横　森　喜代美
飯米場・鳥ノ小池 功　刀　保　彦
権現沢・上の原 石　川　　　源
日之城 大　柴　　　永
三之蔵 廣　瀬　理　紹
三ツ澤 小　林　義　孝
柳平 宮　川　忠　文
上今井・長久保・原 保　坂　文　武
主任児童委員 石　川　葉　子
主任児童委員 名　取　源　文

担当地区 氏名
中谷 雨　宮　治　二
御杉 齊　木　圭　二
主任児童委員 小　澤　眞　季
主任児童委員 下　村　由香里
【神山地区】
武田 山　本　たみ枝
北宮地 内　藤　米　子
鍋山 大　村　早百合
御堂 樋　口　悦　子
主任児童委員 嶋　田　眞理子
主任児童委員 中　山　友　江
【旭地区】
北原・旭団地 寺　田　昭　利
山口 塩　澤　豊　秋
鋳物師屋 樋　口　芙美子
宮下 花　輪　和　年
小曽根・鍛冶屋 髙　根　登貴子
すずらん団地 海　保　國　彦
山寺・竹ノ内 守　屋　好　子
久保（県営団地）・湯舟 堀　内　富　子
主任児童委員 飯　野　松　子
主任児童委員 若　尾　かおみ
【大草地区】
若尾　 保　坂　祐　治
若尾 齊　藤　幸　子
若尾団地 安　部　澄　子
羽根 矢　崎　清　香
西割 清　水　こずゑ
町屋 清　水　勝　男
主任児童委員 武　川　春　子
主任児童委員 矢　崎　葉　月
【竜岡地区】
若尾新田（雇用促進以北） 水　川　美穂子
若尾新田（雇用促進以南） 野　田　久　子
坂の上（国道東） 志　村　則　子
坂の上（国道西） 橋　本　澄　子
石宮・サンステージ 時　田　武　彦
真葛 金　子　文　隆
越道・みだいスカイタウン 福　田　勝　美
主任児童委員 浅　川　春　美
主任児童委員 中　島　ますみ

担当地区 氏名
【藤井地区】
絵見堂・鳥居 小　泉　みち子
駒井 深　澤　　　晃
上野 小笠原　七　男
坂井 志　村　泰　元
北下条 小　沢　孝　行
北下條団地 中　村　達　や
相垈 金　丸　光太郎
南下条 保　阪　幸　彦
蔵の前・道下 藤　原　征　治
主任児童委員 影　山　睦　子
主任児童委員 作　地　喜美子
【中田地区】
中条一区 八　代　久　枝
中条二区 今　福　和　枝
中条三区 井　上　幸　子
中条四区 田　中　精　一
小田川五区 遠　藤　初　美
小田川六区 齊　藤　百　代
主任児童委員 佐　藤　寿美子
主任児童委員 井　上　真　弓
【穴山地区】
石水 生　山　澄　江
夏目 山　寺　初　代
次第窪 大　柴　まち子
伊藤窪 丸　山　美恵子
重久 小　泉　智　子
久保 槫　林　一　孝
主任児童委員 島　津　千代美
主任児童委員 日　向　久美子
【円野地区】
上円井上 坂　本　栄　子
上円井下 石　井　　　平
下円井 山　形　作　子
宇波円井 佐　野　昌　子
入戸野 一　木　芳　惠
主任児童委員 矢　巻　ゆき江
主任児童委員 中　島　美惠子
【清哲地区】
折居・おりい台 小　澤　辰　雄
青木 加賀爪　敬　子

新 民生委員・児童委員及び主任児童委員が委嘱されました
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　市では、「認知症サポーター養成講座」の受講

希望者を随時募集しています。養成講座は、認知

症に対する正しい知識の普及と偏見をなくすこと

を目的に開催しており、平成２０年度から１１月

現在まで５５回行っています。

　認知症って「どんな病気？」「どんなふうに接

したらいいの？」などを、「キャラバン・メイト」

と呼ばれる講師がわかりやすくお話しします。

　また、受講者には、サポーターの目印として、

オレンジ色のブレスレット（オレンジリング）を

お渡しします。地域に認知症サポーターが増える

ことで、高齢者が安心して暮らせるまちづくりに

つながります。まずは認知症を知ることからはじ

めてみませんか？

それいけ！オレンジガール　第17回

〔韮崎東中学校〕
●何で認知症になるのかではなく、認知症になった人を
どうやってサポートしていけばよいのかが大切だと
思いました。

●講師の話やDVDを見て、自分がいま知っている認
知症の知識よりも、たくさんのことがわかりました。
誰がいつなってもおかしくない病気なので、いろい
ろなことを知ることができる、よい経験になりまし
た。私も今日から認知症サポーターなので、自分の
身近にいる人たちのサポートができたらなと思いま
す。強くあたるのではなく、優しく接することを心
がけて生活したいと思います。

●この講座を受けて、少しもの忘れのあるおばあちゃん
への言葉づかいを変えなければいけないと思いまし
た。おばあちゃんは、薬を飲むのを忘れたり、何を
するかを忘れてしまったりしています。そんな時私
は、「おばあちゃん、しっかりしろし」とか、「だい
じょぶけ」など、心のこもっていないことを言って
しまったので、今度からは気をつけたいと思いまし
た。今度会いに行った時は、たくさん話をして、は
げましてあげたいと思います。

〔韮崎西中学校〕
●今日の講話を聞く前までは、認知症についてあまり興
味もなく、関心もありませんでした。それは、ぼく

　昨年、韮崎東中学校、韮崎西中学校の1年生
を対象とした養成講座が行われました。
　受講した生徒たちの感想をご紹介します。

■「認知症サポーター」とは
　講座を受けたからといって、認知症の方にな

にか特別な支援を行うわけではありません。

　認知症を正しく理解し、認知症の方やそのご

家族を温かく見守る応援者のことです。

■受講したい方は
　自分が所属する団体やグループ、職場や仲間

などで希望者を募り、日程を合わせてご相談く

ださい。少人数からでも開催できます。

　講座の時間は６０分～９０分を目安に行って

います。なお、費用はかかりません。

■お問い合わせ・お申し込み　もの忘れ相談センター（保健福祉センター内）　☎２３ー４４６４

の家族の中に認知症になった人はいないし、他人事
のように感じていたからです。しかし、今日の講話
を聞いて、初めて、年齢や男女関係なく起こるもの
なんだと改めて感じました。

●ニュースなどで『認知症』とか『高齢社会』という言
葉は聞いたことがあるけど、今まではあまり気にし
ていませんでした。でも、今日、認知症は将来自分
にも起こるかもしれないということを、改めて実感
しました。私は、将来にそなえて今からもっと認知
症のことについて知っておこうと思いました。おば
あちゃん、おじいちゃんが、もし認知症になってし
まった時は、今日の講座の話を思いだして、対応が
できるようにしていきたいです。お母さんやお父さ
んにも、認知症について知ってもらうために、今日
学んだことを話したり、資料を見せたりして、知っ
てもらえるようにしたり、学んだことは忘れず、ど
んな時でも対応できるようにしたいです。

●私の家にはおじいちゃん、おばあちゃんが一緒に住
んでいて、おばあちゃんが最近もの忘れが多く、普
段の会話でも、いま話していることとは全く違うこ
とを言い出す時が多々あります。もしこの先、おじ
いちゃんやおばあちゃんが認知症になってしまった
時には、「おじいちゃん、おばあちゃんは認知症に
なってしまったけれど、何不自由なく生活できてい
るよ。」と言ってもらえるよう、今日学んだことを役
立てていきたいです。

あなたも「認知症サポーター」になりませんか

東中・西中の生徒たちも
サポーターの一員です
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『
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
を
実
施
し
ま
し
た

　
平
成
25
年
度
農
業
委
員
選
挙
人

名
簿
を
作
成
し
ま
す
。申
請
書
は
、

12
月
中
に
農
政
協
力
員
を
通
じ
て

届
け
て
い
ま
す
。
次
の
登
載
要
件

を
満
た
し
て
い
る
方
は
、
１
月
９

日
（
木
）
ま
で
に
農
政
協
力
員
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
要
件
を
満
た
し
て
い
る

方
で
、
申
請
書
が
届
か
な
い
場
合

は
、
必
ず
農
業
委
員
会
事
務
局
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
選
挙
人
名
簿
と
は

　
法
律
で
市
選
挙
管
理
委
員
会
が

３
月
31
日
ま
で
に
作
成
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
　
　

　
名
簿
の
登
載
要
件
を
満
た
し
て

い
る
方
で
も
、
申
請
書
が
農
業
委

員
会
に
提
出
さ
れ
な
い
と
、
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
登
録
が
さ
れ
な
い
と
、
農
業
委

員
の
選
挙
の
投
票
や
、
リ
コ
ー
ル

請
求
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

■
登
載
要
件

　
①
と
②
は
必
須
。
③
は
（
ア
）

　
～
（
ウ
）
の
ど
れ
か
ひ
と
つ

①
当
該
農
業
委
員
会
の
区
域
内
に

平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
、
住

所
を
有
す
る
方

②
年
齢
が
満
20
歳
以
上
の
方
（
平

成
６
年
３
月
31
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方
）

③
次
の
ど
れ
か
ひ
と
つ
に
該
当
す

る
方

（
ア
）
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
で

耕
作
の
業
務
を
営
む
方
（
10
ア

ー
ル
＝
１
、０
０
０
㎡
）

（
イ
）
耕
作
の
業
務
を
営
む
方
の

同
居
の
親
族
ま
た
は
そ
の
配
偶

者
で
、
住
所
を
同
一
と
し
、
生

計
を
と
も
に
し
て
い
る
方

　
昨
年
10
月
、
清
哲
町
中
谷
地
区

の
徳
島
堰
西
側
の
山
際
約
１
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
土
地
に
お
い
て
、
地
区

の
皆
さ
ん
約
60
名
が
参
加
す
る
な

か
、
菜
の
花
の
播
種
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
中
山
間
地
域
内

・
年
間
60
日
以
上
の
耕
作
を
し
て

い
る
方

（
ウ
）
一
定
面
積
以
上
の
農
地
に

つ
い
て
、
耕
作
の
事
業
を
営
む

農
業
生
産
法
人
の
組
合
員
、
社

員
ま
た
は
株
主
（
そ
の
耕
作
に

従
事
す
る
日
数
が
農
林
水
産
省

令
で
定
め
る
日
数
に
達
し
な
い

と
農
業
委
員
会
が
認
め
た
も
の

を
除
く
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
農
業
委
員
会
事
務
局

　（
内
線
２
２
６
）

の
農
地
の
有
効
利
用
や
良
好
な
景

観
の
創
出
・
保
全
な
ど
を
目
的
に

行
わ
れ
る
も
の
で
、
耕
作
放
棄
地

を
解
消
し
た
農
地
で
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
当
地
は
、
正
面
に
は
国
道
20
号

や
七
里
岩
、
遠
方
に
は
茅
ヶ
岳
、

北
に
は
八
ヶ
岳
が
一
望
で
き
る
、

た
い
へ
ん
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
素
晴

ら
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
現
在
、
発

芽
も
順
調
で
、
春
に
は
中
谷
地
区

の
山
際
一
面
に
黄
色
い
菜
の
花
が

咲
き
誇
り
、
皆
さ
ん
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
農
林
課
農
林
振
興
担
当

　（
内
線
２
２
４
）

農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿
作
成
の
た
め
の

申
請
書
の
提
出
に
つ
い
て

個人サポーター種別 年会費（円） 特　典　等

メイン指定
※１月１５日締切

大　人 55,000 ①会員証１枚（新規会員の方のみ）
※カードケース・ストラップ付
②ホームゲーム全試合観戦
※協力会員除く
③ホームゲーム開門前優先入場
④ホームゲームチケット先行購入
※１人４枚まで
⑤ホームゲーム当日券を前売価格
　で購入（※１人１枚）
⑥オフィシャルハンドブック進呈
⑦サポーター感謝デーへの参加
⑧サポーターショップにて優遇

【継続入会特典】
※ 2013 年会員で会員証をお持ち

の方にオリジナルグッズプレゼ
ント

小中高 20,000

メイン自由
大　人 40,000

小中高 10,000

バック指定
※１月１５日締切

大　人 45,000

小中高 15,000

バック自由
大　人 30,000

小中高 8,000

ホーム自由
※サポーターズエリア

大　人 23,000

小中高 6,000

協力会員
※複数口可

5,000
※観戦はチケットを購入

　ヴァンフォーレ甲府では、２０１４
年のクラブサポーター会員を募集して
います。申込書記入による入会のほか、
オフィシャルホームページ、ローソン・
ミニストップ店舗内のロッピーからも
入会することができます。来季もスタ
ジアムで躍動する、我らが「ヴァンフ
ォーレ戦士」を応援しよう。

お問い合わせ・お申し込みは
㈱ヴァンフォーレ山梨スポーツクラブ
℡055ー254ー6867 まで

会員募集2014 年クラブサポーター

２月７日までにお申し込みの方には、開幕１週間前を目途に会員証等が届きます。
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　消防団は、地域を熟知している皆さんを必要としています。

■消防団とは
　消防本部や消防署と同様、消防組織法に基づき、それぞれ

の市町村に設置される消防機関です。

　地域における消防防災のリーダーとして、平常時・非常時

を問わず、地域に密着し、市民の安全と安心を守るという重

要な役割を担っています。

■活動内容は
　火災現場での消火をはじめ、地震や風水害といった自然災

害発生時の警戒巡視、避難誘導、災害防御など、様々な現場

で活動しています。また、広報活動、防火指導等地域住民へ

の啓発活動も行っています。

■消防団の待遇は
　普段は、仕事を持ちながら、非常勤公務員として活動する

消防団員には、年額報酬、退職報償金や出動手当が支給され、

消防活動時等の受傷などは公務災害の補償対象になります。

習
な
ど
、
活
動
が
多
い
こ
と
に
ビ

ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
仕
事
の
合
間

の
活
動
が
大
変
な
時
も
あ
り
ま
す
。

入
団
し
て
良
か
っ
た
こ
と
は
？

　
年
齢
や
職
種
が
さ
ま
ざ
ま
な

方
々
が
、
団
員
と
し
て
活
動
を
し

て
お
り
、
普
通
に
生
活
し
て
い
る

と
、
な
か
な
か
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
機
会
の
な
い
地
域

の
皆
さ
ん
と
話
す
こ
と
が
で
き
、

新
し
い
人
間
関
係
が
生
ま
れ
た
こ

と
や
、
地
域
の
こ
と
な
ど
で
勉
強

に
な
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

　
団
員
に
な
っ
た
こ
と
で
、
今
ま

で
以
上
に
地
域
の
方
と
の
つ
な
が

り
が
強
く
な
っ
た
気
が
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
た
め
に
、
が

ん
ば
っ
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

入
団
す
る
前
の
消
防
団
の
印
象

は
？

　
皆
さ
ん
、
仕
事
を
持
っ
て
い
る

中
で
、
地
域
の
た
め
に
活
動
す
る

こ
と
が
大
変
そ
う
に
み
え
ま
し
た
。

入
団
し
て
み
て
？

　
火
災
現
場
で
水
を
出
す
消
火
活

動
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
し
た
が
、

そ
れ
意
外
の
普
段
か
ら
の
定
期
的

な
見
回
り
や
防
災
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
、
出
初
式
の
ポ
ン
プ
操
法
の
練

　平成２６年韮崎市消防団

出初式を以下のとおり挙行

します。

　市民を守る消防団員の勇

姿をぜひご覧ください！

※今年度から会場を市営

総合運動場グラウンドに

変更しました。

■日時
　１月１２日（日）

　９時～１１時３０分

■会場
　市営総合運動場グラウンド

■お問い合わせ
　総務課防災交通担当

　（内線３３９・３９９）

入
団
し
て
３
年
間
、
こ
れ
ま
で
活
動
し
て
き
た
感
想
を

旭
分
団
第
４
部　

成
嶋　

光
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

出初式のポンプ操法の披露に向け
練習に励む団員の皆さん

あなたも地域の守り手になりませんか？

韮崎市消防団員を募集しています
｢

地
域
の
方
と
の
つ
な
が
り
が
強
く
な
り
ま
し
た｣

韮崎市消防団
出初式を挙行

韮崎市社会福祉協議会職員（社会人経験者）を募集します 平成26年４月採用

■お問い合わせ・お申し込み　韮崎市社会福祉協議会　☎２２ー６９４４

採用職種 採用者数 採用日 募集受付
試験日

資格要件等
筆記 面接

社会福祉士 １名 平成２６年 
４月１日

１月６日（月）～
１月１５日（水）

１月２５日
（土）

２月７日
（金）

　詳細については、「試験案内
（市社会福祉協議会で配布）」
をご覧ください。
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2014.1

まちかどトピックスまちかどトピックス
MA CHI KA DO TOPICS

■お問い合わせ

　企画財政課企画推進担当

　☎22ー1111（内線356）

　 koho@city.nirasaki.lg.jp

　今年で第３５回目を迎えた伝統
の「菊まつり」が、１１月１日、
児童や保護者約２００名が参加す
るなか穂坂小学校で開催され、各
学年ごとに合唱や音楽劇やブラス
バンドの披露が行われました。
　また、１１月５日からは庁舎ロ
ビーにおいて、恒例の菊の展示が
行われ、色とりどりの菊の大輪が
来庁者の目を楽しませてくれまし
た。
　菊を育ててみて「わき芽を取っ

たり、虫が多かったり、水やりなどが大変でした。でも菊まつ
りでは、いろいろな人に見てもらって嬉しかったです。」（猪股
理子さん）「菊を運ぶときに折れないか心配でした。菊まつり
の紙芝居はうまくできてよかったです。」（羽中田聖くん）の２
人が感想を話してくれました。

　１２月１日、穂坂自然公園においてバー
ムクーヘン作りの体験教室が開催されまし
た。参加した親子１７名は、バームクーヘ
ンの形になるように、悪戦苦闘しながら作
業をしていました。
　参加した大橋凛乃さんは「フライパンが
重くて大変でした。」吉田さくらさんは「形
が不恰好だけれど、味はとてもおいしくで
きました。」中嶋莉々夏さんは「はじめて
作ったけど楽しかった。」池谷真治くんは

「巻くのにきんちょうしました。」と、それ
ぞれ感想を話してくれました。

　１２月７日、ニコリの図書館におい
てクリスマス会が開催され、子どもた
ちは、熱心に絵本の朗読やパネルシア
ターなどに聴き入っていました。
　参加した相川はるこちゃんは「（パ
ネルシアターの）とりかえっこちびぞ
うのはなしと、歌をうたったのが楽し
かったです。サンタさんにプレゼント
をもらえてうれしいです。」と感想を
述べてくれました。

伝統の菊まつりを開催

巻くのに悪戦苦闘しました。

絵本に親しむクリスマス会
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援
企
業
等
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
ト

歯
医
者
さ
ん
に
よ
る

『
フ
ッ
素
』
の
は
な
し

　
か
わ
い
い
大
事
な
歯
を
守
っ
て

あ
げ
た
い
…
で
も
ど
う
す
れ
ば
？

こ
ん
な
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

希
望
者
は
、
フ
ッ
素
塗
布
ま
た
は

フ
ッ
素
洗
口
が
で
き
ま
す
。

■
日
時
　
１
月
29
日
（
水
）

　
10
時
～
11
時
30
分

■
場
所
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

■
対
象
　
０
～
３
歳
ま
で
未
就
園

　
児
と
そ
の
保
護
者
20
組

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー（
３
階
）

　
☎
２
３
ー
７
６
７
６

「
宝
塚
１
０
０
周
年
」
展
示

　
平
成
26
年
に
劇
団
創
立
１
０
０

周
年
を
迎
え
る
宝
塚
歌
劇
団
。
記

念
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

る
予
定
で
す
。
図
書
館
で
は
、
創

始
者
小
林
一
三
氏
、
宝
塚
関
連
の

資
料
展
示
を
行
い
ま
す
。

■
展
示
期
間

　
１
月
４
日
（
土
）
～
30
日
（
木
）

■
定
員
　
子
育
て
中
の
親
子
20
組

■
講
師
　
千
野
　
俊
樹
氏

　
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
グ
リ
ー
ン
代
表

『
エ
ク
セ
ル
初
級
講
座
』

　
　
　
　
　
（
４
回
講
座
）

　
ワ
ー
ド
の
基
礎
知
識
が
あ
る
方

で
、
エ
ク
セ
ル
の
基
本
を
学
び
た

い
方
に
お
勧
め
の
講
座
で
す
。

■
日
時
　
１
月
23
・
30
・
２
月
６
・

　
13
日
（
木
）　
10
時
～
12
時

■
場
所
　
１
階
パ
ソ
コ
ン
室
　

■
教
材
費
　
１
、２
０
０
円

■
持
物
　
筆
記
用
具
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ

　
モ
リ
（
９
０
０
円
で
購
入
可
）

■
定
員
　
一
般
市
民
17
名

■
講
師
　
向
山
　
幹
夫
氏

　
　
　
パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル
主
宰

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
中
央
公
民
館
（
１
階
）

　
☎
２
０
ー
１
１
１
５

餅
つ
き
大
会
in
ニ
コ
リ（
無
料
）

　
臼
と
杵
を
使
っ
た
、
つ
き
た
て

の
お
餅
を
お
召
し
上
が
り
く
だ
さ

い
。
お
子
様
用
の
杵
も
用
意
し
ま

す
の
で
ぜ
ひ
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
１
月
11
日
（
土
）

　
14
時
～
（
計
３
回
つ
き
ま
す
）

■
場
所
　
１
階
共
用
ス
ペ
ー
ス

※
お
餅
の
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

新
年
も
『
ニ
コ
リ
』
の

イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
も
う
！

冬
休
み
期
間
は

赤
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム
を
導
入

　
１
月
10
日
（
金
）
ま
で
の
平
日

９
時
～
14
時
は
、
未
就
園
児
（
０

～
３
歳
児
）
が
安
全
に
ゆ
っ
た
り

過
ご
せ
る
時
間
を
設
け
ま
す
。

　
園
児
は
、
同
日
14
時
～
17
時
の

ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
土
日
・
祝
日
は
通
常
ど
お
り

月
末
休
館
日
の
お
知
ら
せ

　
皆
さ
ん
が
、
今
ま
で
以
上
に
安

全
で
、
清
潔
に
楽
し
く
ご
利
用
い

た
だ
け
る
よ
う
に
月
末
の
平
日
に

休
館
日
を
設
け
ま
す
。

■
休
館
日
　
１
月
31
日
（
金
）

ウ
ル
ト
ラ
ち
び
っ
こ
キ
ャ
ラ
バ
ン

『
だ
る
ま
さ
ん
と
あ
そ
ぼ
』

　
も
う
少
し
お
正
月
気
分
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時
　
１
月
23
日
（
木
）

　
10
時
～
（
受
付
９
時
45
分
～
）

■
場
所
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

■
対
象
　
未
就
園
児
と
そ
の
保
護

　
者
　
１
０
０
組

■
内
容
　
シ
ア
タ
ー
、
子
育
て
応

毎
月
第
３
土
曜
日
は

朗
読
の
つ
ど
い(

無
料)

　
１
月
は
市
内
で
活
躍
す
る
三
つ

の
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

が
出
演
し
ま
す
。
本
の
感
動
が
耳

か
ら
直
接
心
に
響
く
体
験
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
？
継
続
朗
読
・
宮
沢

賢
治
の
世
界
も
最
終
章
で
す
。

■
日
時
　
１
月
18
日
（
土
）

　
　
　
　
14
時
～
15
時

■
場
所
　
図
書
館
会
議
室

■
内
容
（
作
品
名
・
朗
読
者
）

　「
竹
取
物
語
」
作
者
不
詳

　
　
　
　
朗
読
　
鈴
木
利
子
氏

　「
姥
ざ
か
り
」
田
辺
聖
子
作

　
　
　
　
朗
読
　
小
山
喜
美
子
氏

　「
銀
河
鉄
道
の
夜
」（
そ
の
８
）

　
　
　
　
　
　
宮
沢
賢
治
作

　
　
　
　
朗
読
　
渡
邊
恵
美
子
氏

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　
市
立
図
書
館
（
２
階
）

　
　
☎
２
２
ー
４
９
４
６

子
育
て
サ
ロ
ン
“
銀
河
鉄
道
”

『
親
子
体
操
、
ワ
ン
・
ツ
ー
・

ス
リ
ー
！
』（
無
料
）

　
親
子
で
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時
　
１
月
15
日
（
水
）

　
10
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
所
　
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

♪
中
学
生
＆
高
校
生
大
歓
迎
！

バ
レ
ン
タ
イ
ン
ス
イ
ー
ツ
作
り

　
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ケ
ー
キ
や
ク
ッ

キ
ー
な
ど
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
ス

イ
ー
ツ
作
り
を
プ
ロ
が
教
え
ま
す
。

■
日
時
　
２
月
11
日
（
祝
・
火
）

　
　
　
　
14
時
～
17
時

■
場
所
　
１
階
調
理
室

■
材
料
費
　
１
、２
０
０
円

■
定
員
　
12
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

■
講
師
　
コ
ー
ナ
ー
ポ
ケ
ッ
ト
Ｍ
Ｄ
Ｋ

カ
ラ
ー
診
断
メ
イ
ク
講
座

　
ご
自
分
の
肌
色
に
合
う
カ
ラ
ー

を
知
り
、
メ
ー
キ
ャ
ッ
プ
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。ア
イ
メ
イ
ク
、チ
ー

ク
、
口
紅
、
グ
ロ
ス
の
つ
け
方
を

学
び
ま
す
。

■
日
時
　
２
月
16
日
（
日
）

　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
参
加
費
　
１
、０
０
０
円

※
お
土
産
付
（
ア
イ
シ
ャ
ド
ウ
用
チ
ッ
プ
）

■
定
員
　
20
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

■
持
物
　
手
ぶ
ら
で
の
参
加
も
可

能
で
す
。
使
い
慣
れ
た
髪
留
め
、

タ
ー
バ
ン
・
メ
イ
ク
用
品
等
お
持

ち
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。

■
場
所
　
１
階
会
議
室
５
・
６

■
講
師
　
吉
川
美
佐
子
氏

　
　
　
　
坂
本
　
麻
美
氏

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
総
合
受
付
（
１
階
）

　
☎
２
２
ー
１
１
２
１

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

市
立
図
書
館

中
央
公
民
館

ニ
コ
リ 

総
合
受
付
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英
語
の
絵
本
の
朗
読
劇 

ダ
ン
ス
と 

ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ

　
英
語
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
に

合
わ
せ
た
ダ
ン
ス
と
ラ
イ
ブ
ペ
イ

ン
テ
ィ
ン
グ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
１
月
11
日
（
土
）

　
14
時
～
16
時（
開
場
13
時
30
分
）

■
定
員
　
70
名

■
参
加
費
　
５
０
０
円

■
出
演

　
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
氏
（
語
り
・
歌
）

　
荒
木
亜
矢
子
氏
（
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
）

　
近
藤
康
平
氏
（
ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
テ
ィ

　
ン
グ
）

鹿
の
置
物
作
り
無
料
体
験
教
室

　
園
内
の
木
々
を
使
っ
て
か
わ
い

い
置
物
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

　
作
っ
た
シ
カ
の
置
物
は
お
持
ち

帰
り
い
た
だ
け
ま
す
。

■
日
時
　
１
月
18
日
（
土
）

　
　
　
　
10
時
～
12
時
30
分

■
定
員
　
15
名

飾
り
炭
作
り
無
料
体
験
教
室

　
作
っ
た
飾
り
炭
は
お
持
ち
帰
り

い
た
だ
け
ま
す
。

■
日
時
　
１
月
25
日
（
土
）

　
　
　
　
10
時
～
12
時
30
分

■
定
員
　
15
名

※
教
室
に
参
加
さ
れ
る
際
に
は
、

服
が
汚
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
の
で
、
汚
れ
て
も
い
い
服
装

で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
穂
坂
自
然
公
園

　
穂
坂
町
三
ツ
沢
３
５
０
７
ー
１

　
☎
３
７
ー
４
３
６
２

平成25年度『男女共同参画・減災』合同フォーラム

穂
坂
自
然
公
園
の
イ
ベ
ン
ト

みなみ らんぼう氏 
（シンガーソングライター）

〔プロフィール〕
１９４４年１２月１３日
宮城県栗原郡志波姫町（現栗原市）生
まれ。１９６３年法政大学社会学部入
学。卒業後、コピーライター、ラジオ
台本作家を経て、１９７１年『酔いど
れ女の流れ唄』で作詞・作曲家として
デビュー。１９７３年には『ウイス
キーの小瓶』で歌手デビュー、子供の
世界を対象とした作品も多く手掛け、
１９７６年にＮＨＫ「みんなのうた」
で発表した『山口さんちのツトム君』
は１５０万枚以上のミリオンセラーを
記録した。現在、コンサート活動のほ
か、テレビのリポーター、ラジオパー
ソナリティー、執筆活動などの多方面
で活躍している。

　韮崎市は『減災力の強いまちづくり宣言』を行い、自主防災組織

や地域減災リーダーの育成事業などを通じて、災害時にいかに被害

を最小限に食い止めるかという『減災』への取り組みを推進してい

ます。また、男女が社会の対等な構成員として、性別に関わりなく、

持てる個性と能力をいかんなく発揮し、『男女が互いに認め合い、

協働するまち・にらさき』の実現を目指して、様々な取り組みも展

開しています。

　少子高齢社会の進展やライフスタイルの多様化など、地域社会を

取り巻く環境が急激に変化している現代社会において、だれもが安

心して暮らすことのできる安全・安心なまちづくりを推進するため

には、家庭や地域における男女の協働が必要不可欠であることから、

次のとおり、男女共同参画・減災合同フォーラムを開催します。

　■日時　１月１９日（日）１３時３０分～（受付１３時～）

　■場所　東京エレクトロン韮崎文化ホール [ 小ホール ]

　　第１部：男女共同参画・減災フォーラム

　　　　　　（活動報告・寸劇・ＤＶＤ視聴など）

　　第２部：基調講演　『美しい日本に生まれて　自然こそ宝物、

　　　　　　でも怖い時もある』　　講師：みなみ らんぼう氏

　■定員　３００名　入場無料

　■主催　韮崎市　韮崎市男女共同参画推進協議会

　　　　　特定非営利活動法人減災ネットやまなし

　■共催　峡北広域行政事務組合消防本部　韮崎市地区長連合会

　　　　　韮崎市消防団　韮崎市女性団体連絡協議会

　■後援　ＮＨＫ甲府放送局　山梨放送　テレビ山梨

　　　　　甲府ＣＡＴＶ　山梨日日新聞社　ＦＭ八ヶ岳

　■お問い合わせ・お申し込み
　　企画財政課 企画推進担当（内線３５５～３５７）　　

美しい日本に生まれて　自然こそ宝物、でも怖い時もある
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金
婚
夫
婦
を
祝
う
会

　
市
で
は
、
結
婚
生
活
50
周
年
を

迎
え
ら
れ
る
ご
夫
婦
を
対
象
に
、

『
金
婚
夫
婦
を
祝
う
会
』
を
開
催

し
ま
す
。
参
加
を
希
望
す
る
ご
夫

婦
は
、
婚
姻
日
（
入
籍
日
）
を
ご

確
認
の
上
、
期
日
ま
で
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
市
よ
り
対
象
者
へ
事
前
に
お
知

ら
せ
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

肝
臓
病
に
つ
い
て
学
ぼ
う

　「
肝
心
か
な
め
」
と
表
現
さ
れ

る
よ
う
に
、
肝
臓
は
私
た
ち
の
生

命
を
維
持
す
る
た
め
に
重
要
な
働

き
を
す
る
臓
器
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
し
か
し
、
全
国
で
は
毎
年
３
万

人
以
上
の
方
が
肝
が
ん
で
亡
く
な

っ
て
お
り
、
そ
の
多
く
は
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
が
原
因
に
よ
る
も
の
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
山
梨
県
は
、
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
感
染
率
が
高
く
、
東
日
本
で

は
ト
ッ
プ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
や
肝
硬
変
な
ど

の
肝
臓
病
や
そ
の
治
療
に
つ
い
て

専
門
医
が
わ
か
り
や
す
く
説
明
し

成
年
後
見
制
度
を
学
ぼ
う

　
知
的
障
が
い
・
精
神
障
が
い
・

認
知
症
な
ど
の
判
断
能
力
が
不
十

分
な
方
の
権
利
を
守
り
、
法
的
に

支
援
す
る
成
年
後
見
制
度
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

に
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
　
１
月
24
日
（
金
）

　
　
　
　
14
時
～
16
時

■
場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費
　
無
料

■
内
容

　
成
年
後
見
制
度
と
は
？ 

成
年

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

※
肝
臓
硬
度
測
定
体
験
（
先
着
５

名
）
を
予
定

■
日
時
　
２
月
８
日
（
土
）

　
14
時
～
15
時
30
分（
受
付
30
分
前
）

■
場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
対
象
　
興
味
の
あ
る
方

※
参
加
費
は
無
料
で
す
。

■
講
師
　
榎
本
　
信
幸
氏

　
山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院

　
第
一
内
科
教
授

■
主
催
　
韮
崎
市
・
北
杜
肝
友
会

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
保
健
課
保
健
指
導
担
当

　（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
２
３
ー
４
３
１
０

各
種
講
演
会
を
開
催

介
護
者
の
つ
ど
い

　
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族
介

護
者
が
、
介
護
か
ら
一
時
的
に
開

放
さ
れ
、
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

を
図
る
と
と
も
に
、
介
護
者
相
互

の
親
睦
及
び
交
流
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
　
２
月
９
日
（
日
）

　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

◇
講
演
会
　
13
時
30
分
～
　

　「
在
宅
で
無
理
な
く
介
護
を
す

　
る
た
め
に
」　
岩
下
　
達
志
氏

　（
岩
下
内
科
医
院
院
長
）

◇
懇
話
会
　
14
時
30
分
～

■
対
象
　
市
内
で
在
宅
介
護
を
し

　
て
い
る
方
・
こ
れ
か
ら
介
護
を

　
さ
れ
る
方

■
共
催
　
韮
崎
市

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
韮
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
２
２
ー
６
９
４
４

後
見
制
度
の
上
手
な
活
用
法

■
講
師
　
宮
沢
　
秀
一
氏

　
県
社
会
福
祉
士
会
権
利
擁
護

　
セ
ン
タ
ー
　
ぱ
あ
と
な
あ
山
梨

■
対
象
　
興
味
の
あ
る
方

■
申
込
期
限
　
１
月
17
日
（
金
）

　（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

＊
保
健
課
介
護
支
援
担
当

　（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
２
３
ー
４
３
１
３

＊
福
祉
課
障
が
い
福
祉
担
当

　（
内
線
１
８
２
・
１
８
３
）

平
成
26
年
韮
崎
市
成
人
式

　
成
人
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
輝
か
し

い
門
出
を
お
祝
い
す
る
た
め
、
成

人
式
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

■
日
時
　
１
月
12
日
（
日
）

■
受
付
　
12
時
30
分
～

■
式
典
　
13
時
30
分
～

■
場
所
　
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

　
韮
崎
文
化
ホ
ー
ル
・
大
ホ
ー
ル

★スキースクール
　市スキー連盟の講師が、初心者の
レベルに合わせた指導をします。

■日時　１月２５日（土）

■定員　２０名

■参加費　　１人５００円
◇会員証持参の場合は参加費無料
■申込期限　１月１７日（金）

★親子スキー教室
■日時　２月１６日（日）

■定員　５０名（親子２５組）程度

■参加費　１人７００円

■申込期限　２月６日（木）

■両教室共通事項
◇場所　サンメドウズ清里スキー場
※集合場所・時間等は参加者へご

案内します。

◇対象　市内在住の方またはクラブ
　　　　会員の方
◇現地集合・解散

■お問い合わせ・お申し込み
　ＮＰＯ韮崎スポーツクラブ
　☎２１ー２２５５

※
式
典
終
了
後
、
記
念
撮
影
、
成

　
人
式
実
行
委
員
会
企
画
に
よ
る

　
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

※
ご
家
族
の
席
も
用
意
し
て
お
り

　
ま
す
の
で
、
ご
来
場
を
お
待
ち

　
し
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
　

　
教
育
課
生
涯
学
習
担
当

　（
内
線
２
６
７
）

■
対
象
　
昭
和
38
年
に
結
婚
さ
れ

　
　
　
た
ご
夫
婦

■
日
時

　
２
月
10
日
（
月
）
14
時

■
場
所

　
市
役
所
４
階
大
会
議
室

■
内
容
　
式
典
、
記
念
撮
影
他

■
申
込
期
限
　
１
月
17
日
（
金
）

■
お
問
い
合
わ
せ	

・
お
申
し
込
み

　
福
祉
課
社
会
福
祉
担
当

　（
内
線
１
８
１
）

韮崎スポーツクラブ
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器
を
速
や
か
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
県
防
災
危
機
管
理
課
消
防
保
安
室

☎
０
５
５
ー
２
２
３
ー
１
４
３
０

県
内
の
最
低
賃
金
を
改
正

＊
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子

　

回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報

　

通
信
機
械
器
具
製
造
業

　
　
　
　
　
１
時
間
　
８
０
６
円

　
（
効
力
発
生
日
　
12
月
26
日
）

＊
自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業

　
　
　
　
　
１
時
間
　
８
１
５
円

　
（
効
力
発
生
日
　
12
月
21
日
）

＊
そ
の
他
　
１
時
間
　
７
０
６
円

　
（
効
力
発
生
日
　
10
月
18
日
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
甲
府
労
働
基
準
監
督
署 

☎
０
５
５
ー
２
２
４
ー
５
６
１
１

　
山
梨
労
働
局
賃
金
室

☎
０
５
５
ー
２
２
５
ー
２
８
５
４

東
京
電
力
の
社
員
を
装
う
詐
欺
・ 

窃
盗
・
勧
誘
が
増
え
て
い
ま
す

　「
料
金
を
安
く
す
る
方
法
」「
料

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
速
や
か 

に
設
置
し
ま
し
ょ
う

　
火
災
に
よ
る
死
者
数
は
概
ね
減

少
傾
向
に
あ
る
一
方
で
、「
住
宅

火
災
」
で
亡
く
な
る
人
の
数
は
、

全
国
で
毎
年
１
、
０
０
０
人
を
超

え
て
お
り
、
そ
の
約
６
割
は
「
逃

げ
遅
れ
」
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
住
宅
火
災
は
、
特
に
就
寝
中
だ

と
発
生
に
気
づ
き
に
く
く
、
逃
げ

遅
れ
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す

が
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

す
る
こ
と
に
よ
り
、
火
災
の
発
生

を
早
く
知
る
こ
と
が
で
き
、
亡
く

な
る
方
は
お
よ
そ
半
分
に
減
少
す

る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
23
年
６
月
か
ら
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
設
置
し
て

い
な
い
方
は
、
住
宅
用
火
災
警
報

金
メ
ニ
ュ
ー
見
直
し
の
提
案
」「
節

電
コ
ン
サ
ル
ト
や
節
電
機
器
の
紹

介
」
な
ど
の
訪
問
で
不
審
に
思
わ

れ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
東
京
電
力

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
東
京
電
力
や
関
係
会
社
の
職
員

は
「
勤
務
証
」
を
掲
示
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
必
ず
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
東
京
電
力
株
式
会
社

　
山
梨
カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０
ー
９
９
５
ー
８
８
２

お
も
て
な
し
の 

や
ま
な
し
県
民
大
会

　
県
で
は
、
２
月
１
日
～
７
日
ま

で
の｢

お
も
て
な
し
推
進
週
間｣

の
一
環
と
し
て
、
お
も
て
な
し
の

重
要
性
に
つ
い
て
理
解
と
関
心
を

深
め
、
実
践
す
る
き
っ
か
け
と
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
次
の
と
お

り
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
　
１
月
30
日(

木)

　
　
　
　
13
時
30
分
～
16
時

■
場
所  
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
甲
府

■
内
容

＊
基
調
講
演

　
講
師
　
高
野
　
登
氏

　
（
元
リ
ッ
ツ
・
カ
ー
ル
ト
ン
日
本
支
社
長
）

＊
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
他

■
参
加
費
　
無
料
・
要
申
込

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

県
観
光
企
画
・
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課

☎
０
５
５
ー
２
２
３
ー
１
５
５
６

韮
崎
か
ら
見
え
る
私
の
好
き
な 

富
士
山
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　
市
内
か
ら
見
え
る
、
皆
さ
ん
一

押
し
の
ポ
イ
ン
ト
か
ら
撮
影
し
た

富
士
の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
部
門
・
賞
金
等

①
フ
ォ
ト
部
門
　
最
優
秀
賞
（
１

点
）
５
万
円
、
優
秀
賞
（
２
点
）

２
万
円
、
佳
作（
10
点
）特
産
品

②
写
メ
部
門
（
携
帯
電
話
等
で

撮
影
し
た
作
品
等
）
最
優
秀
賞

（
１
点
）
１
万
円
、
優
秀
賞
（
30

点
）２
千
円

＊
応
募
ア
ド
レ
ス

　ta
k
e
d
a
n
o
s
a
to

@
n
ira

s
a
k
i-

kankou.jp

■
募
集
期
限
　
１
月
31
日
（
金
）

■
応
募
先
　
山
梨
フ
ジ
カ
ラ
ー
取

　
扱
店
、
市
観
光
協
会

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
韮
崎
市
観
光
協
会
（
商
工
観
光
課
内
）

　
☎
２
２
ー
１
９
９
１

東
日
本
大
震
災
義
援
金
を 

受
付
し
て
い
ま
す

■
受
付
期
限
　
３
月
31
日
（
月
）

■
受
付
場
所

　
市
役
所
１
階
福
祉
課
窓
口

※
義
援
金
は
、
確
定
申
告
の
際
の

寄
付
金
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
希
望
者
に
は
義
援
金
採
納

証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。

■
平
成
23
年
３
月
14
日
か
ら
の　

　

義
援
金
総
額（
12
月
１
日
現
在
）

　
　
１
２
、９
８
３
、２
３
６
円

■
お
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課
社
会
福
祉
担
当

　（
内
線
１
８
０
・
１
８
１
）

事
務
事
業
の
５
Ｓ

　
仕
事
の
合
理
化
を
図
り
、
仕
事

の
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時
　
１
月
20
日
（
月
）
～

　
２
月
24
日（
月
）の
内
の
６
日
間

　
18
時
～
21
時

■
場
所
　
県
立
中
小
企
業
人
材

　
　
　
　
開
発
セ
ン
タ
ー

■
定
員
　
20
名

■
費
用
　
会
員
　
８
、
０
０
０
円

　
　
　
　
一
般
１
０
、
０
０
０
円

■
申
込
期
限
　
１
月
14
日
（
火
）

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
山
梨
県
職
業
能
力
開
発
協
会

☎
０
５
５
ー
２
４
３
ー
４
９
１
６

お
知
ら
せ

募  

集
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■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
若
年
者
地
域
連
携
事
業
事
務
局

　（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
花
ひ
ら
く
内
）

☎
０
５
５
ー
２
９
８
ー
４
７
８
２

女
性
行
政
書
士
に
よ
る 

女
性
の
た
め
の
無
料
相
談
会

　
事
業
や
暮
ら
し
に
関
す
る
書
類

作
成
で
お
悩
み
の
方
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
日
時
　
１
月
23
日
（
木
）

　
10
時
～
16
時
・
予
約
不
要

■
場
所
　
ぴ
ゅ
あ
総
合

■
対
象
者
　
女
性
限
定

■
相
談
　
遺
言
相
続
、法
人
関
連
、

　
許
認
可
、
農
地
利
用
、
契
約
書

　
作
成
、
離
婚
、
戸
籍
、
ビ
ザ
他

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
山
梨
県
行
政
書
士
会

☎
０
５
５
ー
２
３
７
ー
２
６
０
１

若
者
の
就
労
支
援 

無
料
相
談
会

　
就
職
活
動
の
ブ
ラ
ン
ク
、
つ
ま

ず
き
な
ど
で
、
就
職
活
動
に
踏
み

出
せ
な
く
て
お
悩
み
の
方
。
ま
ず

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

市の人口（１２月１日現在）
男	 １５，５１８人	 世帯数	 １２，４３５世帯
女	 １５，７２２人	 前月比　　　 　   △	６８人　
計	 ３１，２４０人	 前月比　　　　 △	２１世帯

韮崎市国民健康保険より
12 月に韮崎市国民健康保険で支払った額（保険者負
担額）は、155,754,496 円で、一人あたりの保険者
負担額は、19,041 円 (前年同月比 3.40％減）でした。
引き続き健康に気をつけ、医療費の節約にご協力く
ださい。

放
送
大
学
４
月
生
募
集

　
放
送
大
学
で
は
、
平
成
26
年
度

第
１
学
期
生
を
募
集
し
ま
す
。
放

送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
通
信
制
の
大
学
で

す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

■
出
願
期
限
　
２
月
28
日
（
金
）

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
放
送
大
学
山
梨
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
ー
２
５
１
ー
２
２
３
８

山
梨
県
立
中
央
高
校 

通
信
制
生
徒
募
集

　
自
宅
学
習
で
高
校
卒
業
の
資
格

を
得
ら
れ
る
課
程
で
す
。

■
学
科
　
普
通
科
・
衛
生
看
護
科

■
出
願
資
格
　
中
学
校
を
卒
業
者

　
及
び
本
年
３
月
卒
業
見
込
み
の

　
方
、
ま
た
は
、
高
校
を
退
学
し

　
た
方
、
県
内
在
住
の
方

■
出
願
期
間
（
９
時
～
16
時
）

第
１
期
　
３
月
３
日（
月
）、４
日（
火
）

第
２
期
　
３
月
14
日（
金
）、17
日（
月
）

第
３
期
　
３
月
27
日（
木
）、28
日（
金
）

■
検
査
日
程
（
作
文
・
筆
記
）

第
１
期
　
３
月
10
日（
月
）

第
２
期
　
３
月
21
日（
金
）

第
３
期
　
３
月
31
日（
月
）

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
県
立
中
央
高
等
学
校
通
信
制

☎
０
５
５
ー
２
２
６
ー
４
４
１
１

再
就
職
を
目
指
す
方
へ 

「
職
業
訓
練
受
講
者
」
募
集

■
コ
ー
ス
　
産
業
技
術
科

■
対
象
　
機
械
や
溶
接
等
、
再
就

　
職
に
必
要
な
技
能
・
技
術
を
身

　
に
つ
け
た
い
方

■
期
間
　
３
月
４
日

　
　
　
　
～
９
月
26
日（
７
か
月
）

■
受
講
料
　
無
料

　（
テ
キ
ス
ト
代
実
費
）

■
申
込
期
限
・
場
所

　
１
月
29
日
（
水
）

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
韮
崎

■
お
問
い
合
わ
せ
・
場
所

　
山
梨
職
業
訓
練
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
ー
２
４
２
ー
３
０
６
６

や
ま
な
し
就
勝
塾
２
０
１
３

（
第
４
期
）

　
就
職
活
動
で
心
が
折
れ
そ
う
な

ど
の
お
悩
み
の
方
を
、
集
合
研
修

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
な
ど
で
応
援
し

ま
す
。

■
日
時
　
１
月
21
日
（
火
）

　
　
　
　
～
２
月
26
日
（
水
）

　
　
　
　
９
時
30
分
～
15
時
30
分

■
対
象
・
定
員
　
概
ね
45
歳
未
満

　（
既
卒
）
の
求
職
者
・
15
名

■
申
込
期
限
　
１
月
14
日
（
火
）

■
日
時
　
１
月
30
日
（
木
）

　
　
　
　
13
時
～
15
時
30
分

■
場
所
　
北
巨
摩
合
同
庁
舎
１
階

　
　
　
　
１
０
２
会
議
室

■
対
象
　
15
歳
～
39
歳
ま
で
の
方

　
と
そ
の
家
族

■
内
容
　
職
業
支
援
・
家
族
支
援

　
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
職
業
適

　
性
診
断
他
　
※
要
申
込

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

県
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
５
５
ー
２
３
０
ー
２
２
３
９

境
界
問
題
で
お
困
り
の
方 

境
界
問
題
相
談
セ
ン
タ
ー

や
ま
な
し

　
土
地
の
境
界
問
題
に
関
す
る
相

談
を
、
土
地
家
屋
調
査
士
と
弁
護

士
が
協
力
し
て
お
受
け
し
ま
す
。

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

■
受
付
　
毎
週
月
～
金
曜
日

　
９
時
～
12
時
・
13
時
～
16
時

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
境
界
問
題
相
談
セ
ン
タ
ー

　
や
ま
な
し

☎
０
５
５
ー
２
２
５
ー
３
７
３
７

自
殺
予
防
の
た
め
の 

電
話
相
談

　
生
き
る
の
が
つ
ら
い
、
身
内
の

自
死
で
つ
ら
い
な
ど
、
お
悩
み
の

方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時

＊
月
～
金
曜

　
９
時
～
12
時
・
13
時
～
16
時

相  

談

＊
火
～
日
曜
（
夜
間
）

　
16
時
～
22
時

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

統
一
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
ー
０
６
４
ー
５
５
６

高
齢
者
・
障
害
者
の
方 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

■
日
時
　
毎
月
第
２
・
４
木
曜
日

　
13
時
～
16
時
（
祝
祭
日
除
く
）

■
対
象

　
65
歳
以
上
の
方
、
ま
た
は
障
害

者
手
帳
を
所
持
す
る
か
障
害
年
金

を
受
給
し
て
い
る
方
、
も
し
く
は

そ
れ
に
準
ず
る
障
害
者

■
お
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
弁
護
士
会

☎
０
５
５
ー
２
３
５
ー
７
２
０
２
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ピロリ菌（ヘリコバクターピロリ）が発見されてから、ピロリ

菌によって慢性胃炎（慢性萎縮性胃炎）を引き起こし、胃潰瘍や十二指

腸潰瘍の原因となることが明らかになりました。ピロリ菌を除菌するこ

とによって胃潰瘍・十二指腸潰瘍が再発しなくなりました。

　また、２０００年からピロリ菌陽性の胃潰瘍・十二指腸潰瘍にほぼ限っ

て、ピロリ菌の除菌治療が保険適用となっています。

　なお、ピロリ菌陽性の慢性胃炎は、潰瘍だけでなく、胃がんのリスクを引

き起こすと考えられています。ピロリ菌を除菌することによって、胃がんの

リスクが減少することが分かってきており、２０１３年の２月にようやくピ

ロリ菌陽性の慢性胃炎もピロリ菌除菌治療の保険適用となりました。

　ピロリ菌を除菌することにより、今後日本の胃がん患者を減らすことが可

能となると考えられており、胃がんのリスクが減少しますので、除菌をした

方が良いと思います。詳しくはかかりつけ医にご相談ください。

ピロリ菌陽性の慢性胃炎を指摘され、ピロリ菌の除
菌治療を勧められました。除菌をした方がいいです
か？

informationinformation

アドバイザー  韮崎市立病院

副院長　内科　三澤　明彦

韮崎大村美術館特別企画展 
山々に魅せられた画家たち
■開催期間　１月１３日（月・祝）まで

　富士山を描いた片岡球子の《富士》や、富士の麓にア

トリエを構えた櫻井孝美の《富嶽・燦
さん

》、韮崎市出身の

山岳画家が描いた鈴木農夫男の雄大な山の姿、初公開と

なる一二三勝英の甲斐駒ケ岳など、山々に魅せられた画

家たちの作品を一堂に公開します。

　美術館２階からの山々の眺めと併せて、お楽しみくだ

さい。

　開館５周年を記念して韮崎市名誉市民の大村智博士の

胸像も公開しております。

精神造形への挑戦　荻太郎展
■開催期間　１月１９日（日）から	 　

　家族像、女性像、バレリーナなどの、印象的な人物像

を通して、自らが「精神造形」と呼び自由な表現の可能

性を追求し続けた荻太郎。

　本展は、《死せる風景／ポンコツ》と、最近、この作

品の下から発見された《踊

子小憩》の初公開となる２

点の作品もご覧いただける

貴重な機会です。

■開館時間
　１０時～１７時

　（入館は１６時半まで）

■休館日
水曜日

１月１４日～１８日まで

展示替えのため

■入館料
　大人 ５００円 

　小・中・高 ２００円

※一年間何度でも入館できる大変お得な年間パスポート

（大人１名３，０００円）も随時受付中です。

■お問い合わせ（水曜日除く、１０時～１７時）

　韮崎大村美術館　☎ ２３ー７７７５

　ホームページ：www.nirasakiomura.artmuseum.com

Q.
A.

市民のみかた　消費生活相談窓口
おかしいな！？と思ったらまずは相談！

消費者トラブルにあったら
商工観光課商工労政担当
☎２２ー１１１１（内線２１６）
月～金曜日　８時３０分～１７時１５分

毎週火曜日は、消費生活相談員が市役所
１０２会議室で相談を承ります。

会員になれば 
当選番号を教えます。

こんな事例があります。
　突然、「会員になれば、宝くじの当選番号を事前に教える」という電
話がかかってきた。「当選番号を言うから、明日新聞で確認してみて」
と言われ、翌朝の新聞を見たところ、当たっていたので、すっかり信用
してしまった。
　会員になるため、審査費用1万円を指定口座に振り込み、「宝くじが
当たったら」という将来の夢を書いた作文を保険証のコピーと一緒に
ファックスで送った。後日、合格の連絡の際に、情報料として350万円
かかると聞き、あまりに高額だったので不安になった。

●ロト6 などの数字選択式宝くじの当選番号を事前に教えてもらうのと
引き換えに、高額な情報料や預託金を支払わされたという相談が寄せ
られています。

●他にも「くじで使う出玉にIC チップを埋め込んでいるので、自在に
数字が出せる」と説明され、信用してしまったケースもあります。

●数字選択式宝くじの抽選は、毎週月曜から金曜の18時45分から行わ
れ、インターネットで生中継されます。
抽選結果が翌朝の新聞に掲載されるまでの時間差を利用して消費者を
だますのが、この詐欺の手口です。

●宝くじの抽選は厳正、公正に行われており、抽選を操ることや、抽選
結果が事前に分かることは、絶対にありません。

●うまい話には耳を貸さず、お金は絶対に支払わないようにしましょう。
　困ったときは、消費生活相談窓口にご相談ください。

（国民生活センター　見守り新鮮情報より）

荻  太郎 《サーカスを見るこどもたち》



月 火 水 木 金 土 日

　　 　　「山々に魅せられた
　　画家たち」

10時～17時
～13日（日）まで

休館：       
　　　   

「宝塚100周年」展示
～30日（木）
（Ｐ15参照）

休館：

のびのび教室
対象児：平成23年
　　　　12月生
受付：13時～13時15分
親子あそびや歯科相談など

●武田の里
　ライフカレッジ

13時30分～15時30分
韮崎文化ホール
「食と放射能」
中央大学教授（所属：総合
工学研究所）武田邦彦

休館： （午前）

●無料法律相談
　予約受付日

受付：8時30分～
相談日：23日（木）
企画財政課（内線356）
癒しのヨガセラピー
13時30分～14時30分
ユキ  Sai  Lakshmi氏
託児有り（有料）
定員10人【要予約】

餅つき大会inニコリ
14時～（P15参照）
（計3回つきます）
パパ・ママ学級
Dコース3回目【要予約】
受付：9時～
沐浴指導や新生児の育児など
英語の絵本の朗読劇
ダンスとライブペインティ
ング
13時30分～16時
（Ｐ16参照）

休館：

●韮崎市消防団
　出初式

9時～
市営総合運動場グラウンド

●成人式
受付：12時30分～
韮崎文化ホール

休館：    

抜き取ってご利用ください

休館：    

パパ・ママ学級
Eコース1回目
【要予約】
受付：13時30分～
妊婦の栄養や妊婦体操など

休館：

休館：       
　　　   

　

〔毎週月曜日〕
ことぶきルーム（韮崎）

　小学生対象
※祝日は実施しません

イベント・行事

●韮崎市役所 
　業務時間：8時30分～17時15分（月～金）
　〒407-8501 韮崎市水神1丁目3番１号
　☎22－1111  　 22－8479

〔毎週月・火・水曜日〕
■学校教育相談（第３月曜除く）
　9時30分～16時
　市民交流センター相談室２
　問：☎23－5653

〔毎週月・木曜日〕
■母子健康手帳交付・
　妊婦・一般健康相談
　9時30分～16時
　保健福祉センター

〔第１・２月曜日〕
■行政相談（祝日の場合は翌週）
　13時～15時
　市役所１階１０２会議室
　問：企画推進担当（内線 356）

〔毎週火曜日〕
■消費生活相談
　９時～16時
　市役所１階１０２会議室
　問：商工労政担当（内線 216） 

〔随時・要予約〕
■家庭児童相談
　予約：子育て支援担当
　　　　（内線１７９）
■市民栄養相談
　予約：☎23－4310

相談等 ※祝日は実施しません

今月の運行はありません。
（H26年4月より運行予定）

　 中央公園ミニSL運行日

※市民バス運休

休館：       
　　　     

●行政相談
13時～15時
市役所102会議室

●山梨県ひとり親家庭
　小中学校入進学支度金制度

～１月31日（金）
福祉課（Ｐ9参照）　

●韮崎市母子・父子世帯等
　小中学校入進学祝金

～３月31日（月）
福祉課（P9参照）

休館：       

月1 2014
CALENDAR

睦　月

診察科目 診察日 受付時間 休診日
内科

月曜～金曜

　午前 8時30分～
　　　午前11時30分

※小児科（午後）
　午後３時30分～午後４時30分
※眼科 
　金曜は午前8時30分～午前11時
※麻酔科
　左記診察日の午後２時～午後４時
※スポーツ外来
　木曜  午後１時30分～午後５時15分
※リウマチ外来
　木曜  午後１時～午後４時

土曜・日曜・祝日・
年末年始
（12/28～1/5)
 
※急患はこの限りで 
　はありません。 
※当院は院外処方を
　行っています。
※医師の日程変更に
　よる休診・代診に
　ついては、お問い
　合わせください。

小児科
外科
整形外科
眼科
脳神経外科
放射線科
リハビリテーション科

麻酔科（ペイン：痛み） 1月21日（火）

泌尿器科 木曜
スポーツ外来 木曜（午後）
リウマチ外来 木曜（予約制）

☎
２
２
ー
１
２
２
１

韮
崎
市
立
病
院  

本
町
３
丁
目
５
番
３
号

日付 指定業者 電話
1月  1日（水） 細田設備 0551ー27ー2214
1月  2日（木）

日設管工 090ー3319ー0520
3日（金）
4日（土）

八代設備 0551ー25ー5511
5日（日）

●年始の水道工事指定店 １月10日までの子育て支援センターの利用時間について
平日　９時～１４時　未就園児（０～３歳児）
平日１４時～１７時　園児　のご利用をお願いします。

4

11

5

127

1

8

2

9

3

106

1月11日
おはなし会
14時～14時30分
対象：幼児～小学校低学年
【予約不要】



　
精神造形への挑戦

　荻太郎展
10時～17時
（裏面参照）

●男女共同参画・減災
　合同フォーラム

13時30分～16時
韮崎文化ホール・小ホール
（Ｐ16参照）
エントランスコンサートVol.8

　弦楽四重奏の楽しみ
13時30分～（裏面参照）

休館：    

　　

　 　 　

 　

1歳6か月児健診
対象：平成24年
　　　6月生
受付：13時～13時15分
小児科医師・歯科医師の診察など

休館：       

体位測定
10時30分
～11時30分
【予約不要】
すくすく教室
対象児：平成25年6月生
受付：13時～13時15分
離乳食の指導や試食

休館：  

●譲渡のお尋ね
9時～12時
13時～16時
市役所１階防災会議室
（Ｐ8参照）
おしるこを作ろう
10時30分～11時30分
龍岡公民館

「ピーターラビット」OB企画
材料費100円・定員15組
【要予約】

休館：  （午前）

●譲渡のお尋ね
9時～12時
13時～16時
市役所１階防災会議室
（Ｐ8参照）
乳がん検診
13時30分～15時
おそうじ大作戦
14時～15時
センターをみんなでおそうじ
【予約不要】

休館：

●行政相談
13時～15時
市役所1階102会議室

休館：      
　　　  

すくすく祈願☆
　甘酒ふるまい

11時～11時30分
「てと手と」の企画

【予約不要】
よちよち教室
対象児：平成25年2月生
受付：13時～13時15分
市立図書館読み聞かせの部屋
ブックスタート事業やお子
さんの事故防止など

にこにこ子育て
　相談室

9時30分～16時
お子さんの成長発達・食事
などの個別相談【要予約】
「成年後見制度とは？」
14時～16時
講師　宮沢秀一氏（県社会
福祉会権利擁護センター）
【～17日まで　要予約】
（Ｐ17参照）

休館：   

凡
　
例

：韮崎市民交流センター「ニコリ」
　　開館時間：9時～22時
　　☎22ｰ1121（代表）　 22-1122
　　・地域情報発信センター（9時～19時）
　　・ふるさと偉人資料館 ☎21ｰ3636
　　　　/韮崎大村美術館サテライトスペース
         (9時～18時・休館：月曜日・休日の翌日）

：韮崎市立図書館　
　　開館時間：10時～19時（土日祝は9時～17時）
　　☎22-4946　 22-4950

：韮崎市子育て支援センター
　　開館時間：9時～17時
　　☎23ｰ7676　 23-7678

：児童センター　開館時間：13時～19時
　　韮崎児童センター　☎ 22ｰ7687
　　北東児童センター　☎ 23ｰ5550
　　北西児童センター　☎ 22ｰ1775
　　甘利児童センター　☎ 23ｰ1535

：韮崎大村美術館
　　開館時間：10時～17時（入館16時半）
　　☎ 23ｰ7775

：東京エレクトロン韮崎文化ホール
　　開館時間：8時30分～17時15分
　　☎20ｰ1155　 22-1919

：韮崎市老人福祉センター
　　開館時間：9時30分～16時30分

　　☎22-6944　 22-6980
：韮崎市健康ふれあいセンター

　　ゆ～ぷるにらさき
　　開館時間：９時30分～21時
　　☎20ｰ2222

：韮崎市民俗資料館
　　開館時間：9時～16時30分
　　☎22ｰ1696

：韮崎市営体育館
　　開館時間：9時～22時
　　（日曜日及び月曜日が祝日の場合
　　9時～17時）
　　☎ 22ｰ0498

飾り炭作り体験教室
10時～12時30分
定員15名【要予約】
（Ｐ16参照）

休館：

鹿の置物作り
　体験教室

10時～12時30分
定員15名【要申込】
（Ｐ16参照）
朗読のつどい
14時～15時
対象：成人一般、学生、目
の不自由な方など
【予約不要】
（Ｐ15参照）

休館：  

ウルトラちびっこ
　キャラバンIN韮崎
　～だるまさんとあそぼ！～

10時～12時
ブースを回っておみやげ
ゲット！
定員100組【要予約】
（P15参照）

休館： （午前）

でんでん太鼓を
　作ろう

10時30分～11時30分
「いたずラッコ」ＯＢ企画
定員15組【要予約】
3歳児健診
対象児：平成22年12月生
受付：13時～13時15分
小児科医師及び歯科医師の
診察など

休館：

休館：   

休館：       

助産師さんとおしゃ
　べり　6－12か月児

10時30分～11時30分
助産師　井上裕子氏
離乳食や卒乳・ママの健康
相談など
定員10組【要予約】
助産師さんとおしゃべり

　0－5か月児
13時30分～14時30分
助産師　井上裕子氏
持物：バスタオル
定員10組【要予約】

歯医者さんによる
　フッ素のおはなし

10時～11時30分
フッ素塗布、洗口液での虫歯
予防体験あり
持物：歯ブラシ
定員20組【要予約】
（P15参照）
4か月児健診
対象児：平成25年9月生
受付：13時～13時15分
小児科医師の診察など

休館：

避難訓練
11時～11時30分
いざという時のために・・・
安全を確かめましょう。
【予約不要】

休館： （午前）

休館：  

：穂坂自然公園
　　利用時間：4月～11月　9時～17時
　　　　　　　12月～3月　9時～16時
　　穂坂町三ツ沢3507ｰ1
　　☎37ｰ4362

：韮崎市保健福祉センター　
　　開館時間：
　　8時30分～17時15分
　　☎23ｰ431０ 23-4316
○乳幼児の健診
　持物：母子健康手帳、バスタオル、
　　　　保険証、印鑑

○子育て教室
※よちよち教室は、市民交流センター
　２階図書館内読み聞かせの部屋
　持物：母子健康手帳、筆記用具など
○育児健康相談等
　持物：母子健康手帳
○健康づくり教室
　持物：各種健康手帳、筆記用具、
　　　　各教室にあった服装
　　　　（体操のできる服装等）

納期限（口座振替日）
１月３１日（金）
＊市民税　第４期
＊国民健康保険税　第７期
＊後期高齢者医療保険料
　　　　　　　　　第７期

収納課徴収・管理担当
（内線163～166）

今月の納税

　1 月 23 日（木）
　13 時～ 16 時
　市役所４階 401 会議室
　一人 30 分以内 定員６名
＊予約受付日　
　1 月 10 日（金）
　8 時 30 分～
   企画推進担当（内線 356）

今月の無料法律相談
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1月22日
にら★ちび  ベイビーくらぶ

　～県外出身0歳児とママ～
13時30分～14時30分
材料費・おやつ代100円
定員10組【要予約】

1月29日
誕生会
13時30分～14時30分
１月生まれのお子様をお祝い
材料費100円
定員10組【要予約】

1月14日
●ねんきん無料相談

9時～16時
市役所102会議室

1月23日
だっこの会
11時～11時30分
わらべ歌、絵本の読み聞
かせ、手遊びなど
対象：乳幼児
【予約不要】

1月24日
川辺先生の子育て

　ワンポイントアドバイス
10時30分～11時30分
認定カウンセラー川辺修作氏
定員20組【要予約】

1月15日
にら★ちびベイビーくらぶ～6ー12か月～
13時30分～14時30分　材料費等100円　定員10組【要予約】

1月16日  にら★ちび　ベイビーくらぶ～0－5か月～
　　　　　13時30分～14時30分　材料費等100円　定員10組【要予約】



　 

対象地区
可燃 不燃 可燃粗大 不燃粗大 資源リサイクル 自己搬入の日

原則週2回 原則月2回 年6回
（2月に1回）

年6回
（2月に1回） 地区 拠点 第４土曜日

韮崎
（祖母石・岩根を除く）   6日、  9日

13日、16日
20日、23日
27日、30日

  8日、22日

ー 29日 7日
●市役所裏駐車場
　11日、18日、25日、
　13時～ 16時
●やまとフジミモール店
　南側駐車場
　11日、25日
　13時～16時
●龍岡公民館グラウンド
　11日、25日
　13時～16時

1月25日（土）
9時～11時
エコパークたつおか

（☎22-3437）へ直接搬入。
運転免許証により、韮崎市民
であることを確認します。

※お店や事業所から出たも
　のは搬入できません。
※普通乗用車、軽自動車以
　外での搬入はできません。

穂坂・藤井・中田・
岩根 15日 ー 14日

穴山・円野・清哲・
神山・祖母石

  4日、  7日
10日、14日
17日、21日
24日、28日
31日

15日、29日

ー 22日 21日

旭・大草・龍岡 8日 ー 28日

１月のごみ収集日程　１月４日（土）の資源リサイクルの拠点会場はお休みです。

文化ホールインフォメーション

祖母石、一ツ谷、水神１～２、若宮、旭、日の出、西町、
富士見ヶ丘、中島、高河原	 １６日（木）・３１日（金）

富士見、岩下、上の山	 ２０日（月）

穂坂町、権現沢、上の原、上今井、原、長久保
	 ２１日（火）

穂坂町、日の城、三之蔵、三ツ沢上下、飯米場、柳平、
宮久保、鳥の小池	 ２２日（水）

藤井町全区	 ６日（月）・２３日（木）

中田町全区・穴山町全区	 ７日（火）・２４日（金）

円野町全区	 ８日（水）・２７日（月）

清哲町全区・神山町全区	 ９日（木）・２８日（火）

旭町全区 	 １０日（金）・２９日（水）

大草町全区・竜岡町全区	 １４日（火）・３０日（木）

●老壮大学	 １７日（金）
●静心寮	 １５日（水）

巡回日程に変更がある場合は、区長を通じて連絡します。

■お問い合わせ　老人福祉センター
　　　　　　　　（☎２２－６９４４/ ２２－６９８０）

こぶし号 老人福祉センターバス（１月巡回日程）

休日・夜間の救急医療連絡先
●峡北消防本部テレホンガイド　
　☎0551-22-8181
　平日　午後5時15分～翌朝8時30分
　土日祝　24時間対応

●山梨県小児救急電話相談　
　☎＃8000（短縮ダイヤル）
　毎日午後7時～午後11時

●山梨県小児初期救急医療センター
　甲府市幸町14－6　
　☎055ｰ226ｰ3399
　平日　午後7時～翌朝午前7時
　土 　 午後3時～翌朝午前7時
　日祝・１２/２９～１/３
　　　　午前9時～翌朝午前7時
※対応は、中学生までです。
　外科的疾患の対応はできません。

◇エントランスコンサートVol.8
　弦楽四重奏の楽しみ
１月１９日（日）１３時３０分・エントランスホール
　気軽に生の音楽を聴いてみませんか？第8回
目は山梨交響楽団メンバーによる弦楽四重奏団
カルテットRiccoの心温まる演奏をお楽しみい
ただきます。入場無料です。

◇親子のためのキャンディコンサート
２月２日（日）１４時開演・エントランスホール
　“なかなか、子供を連れてのコンサートは気
が引ける…”そんな思いをしたことはありませ
んか？キャンディコンサートはお子様がメイン
のコンサートです！
【全席自由】入場無料（要入場整理券・先着１５０枚）

◇仮面ライダースーパーライブ2014
２月２２日（土）１回目１１時開演／２回目 
１４時３０分開演・大ホール
　仮面ライダー鎧武や歴代仮面ライダーが大集
合！！従来のキャラクターショーを超える大迫
力のライブステージ！
【全席指定】おとな２,８００円／こども
１,８００円（当日各２００円増）
※３歳以上有料、２歳以下のお子様は保護者の

膝上鑑賞可、中学生以上はおとな料金です。

◇東京エレクトロン韮崎文化ホールネーミングライツ記念公演
　SPACE FANTASY LIVE　きみの宇宙にでかけよう！
２月２３日（日）１４時開演・大ホール
　迫力の宇宙映像と音楽と語りが融合されたコ
ラボレーションライブ！ぜひご家族でご覧くだ
さい！先着１２０名様限定の移動プラネタリウ
ム体験コーナーも開催。
【全席自由】入場無料（要整理券）
※韮崎市民および韮崎市に通園・通学・通勤す
る方、またはその家族が対象です。

☆１月２１日（火）９時より整理券配布

◇BLUE MOON presents
　MONKEY MAJIK JAPAN TOUR 2013-2014～DNA～
３月８日（土）１７時開演・大ホール
　５年ぶりにMONKEY MAJIKが韮崎に登場！
【全席指定】６,３００円
※３歳以上有料、２歳以下のお子様は保護者の
膝上鑑賞可

◇東京エレクトロン韮崎文化ホール
　落語ワークショップ発表会
３月９日（日）１４時開演・小ホール

　５月から１年間、春風亭柳之助師匠（真打）
から落語を学んできたワークショップ受講生に
よる発表会を行います。プロ顔負けの迷演！？
にご期待ください！
【全席自由】５００円
☆２月上旬発売開始

◇こどもオペラ「ヘンゼルとグレーテル」
　ピアノ・ヴァイオリン・オーボエ・ホルンの四重奏版♪
３月１５日（土）・大ホール
１１時開演「オペラデビューは０才から!?」
※０才からご入場いただけます。
１４時開演「オペラってなぁに!?」
※３才以上を対象としています
　聴くだけではなく、目で見て、体で感じて楽
しめる、どきどきわくわくのこどもオペラへよ
うこそ！
【全席自由】おとな１,５００円／こども（中
学生以下）５００円／おやこペア１,５００円
（おとな・こども１名ずつ）
☆１月１７日（金）１０時より発売開始

■お問い合わせ
　東京エレクトロン韮崎文化ホール
　☎２０ー１１５５　 ２２ー１９１９


